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六
　
（
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資
　
料
調
整
期
に
わ
け
る
国
民
経
済
と
対
外
貿
易

松
　
野

昭
　
二

問
題
の

限
定

　
一
九
六
〇
年
～
六
五
年
の
時
期
は
「
国
民
経
済
調
整
期
」
と
よ
ぱ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
時
期
は
、
な
に
よ
り
も
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革

命
が
胎
動
し
か
つ
激
発
し
よ
う
と
し
た
時
期
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
文
化
大
革
命
が
そ
れ
自
体
の
な
か
に
内
包
し
提
起
Ｌ
た

諸
々
の
問
題
に
ふ
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
の
時
期
を
扱
う
と
肝
要
な
問
題

を
さ
げ
る
と
い
う
そ
し
り
を
う
げ
る
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
報
告
は
直
接
に
ふ
れ
る
こ
と
な
く
、
文
化
大
革
命
が
胎
動
し
た
時

期
の
国
民
経
済
と
対
外
貿
易
に
あ
ら
わ
れ
た
特
徴
的
側
面
を
概
括
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
主
問
題
に
せ
ま
る
た
め
の
一
視
角
を
設
定
す
る
端
緒

的
な
作
業
の
一
結
果
と
し
て
、
お
こ
な
わ
れ
る
。

　
　
一
、
一
九
六
〇
年
～
六
五
年
の
国
民
所
得
た
ど
の
推
計
．

二
、

三
、

四
、

五
、

国
民
経
済
発
展
の
予
測
と
若
干
の
吟
味

対
外
貿
易
の
後
退
・
回
復
と
商
品
別
構
成
の
変
化

地
域
別
・
国
別
構
成
の
変
化

目
中
貿
易
の
推
移
と
そ
の
予
測

一
九
六
〇
年
ぞ
六
五
年
の
国
民
所
得
な
ど
の
推
計

　
一
九
五
八
年
と
五
九
年
に
特
異
な
経
済
発
展
の
型
、
経
路
を
き
り
ひ

ら
く
か
に
み
え
た
中
国
に
お
い
て
、
一
九
六
〇
年
以
降
、
一
転
し
て
経

済
発
展
が
鈍
化
し
さ
ら
に
後
退
す
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
。
そ
の
原

因
と
し
て
っ
ぎ
の
三
っ
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
Ｈ
五
九
年
下
半
期
か
ら

三
カ
年
連
続
し
た
き
び
し
い
自
然
災
害
に
よ
る
農
業
不
振
・
減
産
が
国

民
経
済
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず
し
た
。
す
な
わ
ち
、
六
〇
年
の
食
糧

生
産
は
五
八
年
の
八
二
・
五
％
、
五
七
年
の
八
六
・
三
％
で
あ
り
、
綿
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花
は
同
じ
く
五
〇
・
○
％
、
六
一
・
○
％
を
維
持
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ

た
（
第
－
表
）
。
一
九
五
九
年
の
早
水
害
被
災
面
積
は
作
付
面
積
の
ほ
ぼ

三
〇
％
、
六
〇
年
に
は
四
〇
％
（
ニ
ニ
％
前
後
は
収
獲
皆
無
）
に
お
よ
び
、

さ
ら
に
六
一
年
に
お
よ
ん
だ
。
〇
一
九
六
〇
年
七
月
に
１
起
っ
た
中
ソ
経

済
技
術
協
定
の
中
途
打
ち
切
り
に
よ
る
、
と
く
に
大
規
模
な
建
設
項
目

の
混
乱
と
渋
滞
で
あ
る
。
協
定
関
連
建
設
が
基
本
建
設
の
な
か
に
、
量

的
に
は
と
も
か
く
質
的
に
。
は
き
わ
め
て
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
た
こ

と
、
お
よ
び
打
ち
切
り
の
時
期
が
建
設
の
基
礎
・
外
部
構
造
の
完
成
時

に
当
る
と
推
測
さ
れ
る
（
っ
ま
り
基
礎
・
外
部
構
造
や
附
帯
設
備
建
設
へ
の
投

資
が
零
で
な
く
負
と
な
っ
た
）
こ
と
、
　
お
よ
び
中
ソ
貿
易
の
量
・
質
で
の

後
退
が
計
画
の
手
直
を
必
要
と
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る

べ
き
で
あ
る
。
嘗
五
八
年
～
五
九
年
の
大
躍
進
の
過
程
で
経
済
管
理
・

そ
の
計
画
作
業
の
上
で
不
手
際
が
生
じ
、
こ
れ
が
第
一
と
第
二
の
原
因

の
失
調
作
用
を
拡
大
し
た
。
こ
う
し
て
、
一
九
六
〇
年
か
ら
調
整
期

（
調
整
．
充
実
．
強
化
・
向
上
）
と
い
う
予
期
し
な
か
っ
た
時
期
が
は
じ
ま

っ
た
。
　
　
ち
な
み
に
、
こ
の
と
き
い
こ
、
国
民
経
済
諸
指
標
に
つ
い
て
の
数

量
．
価
格
表
示
の
資
料
は
発
表
さ
れ
な
く
な
り
、
し
た
が
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ス
・
見

聞
記
や
談
話
な
ど
に
示
さ
れ
る
き
わ
め
て
断
片
的
な
小
資
料
の
累
積
に
よ
っ
て

事
態
を
把
握
し
う
る
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
　
（
二
〇
四
）

　
調
整
期
に
は
い
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
当
初
か
ら
「
調
整
」
政
策
が

体
系
だ
っ
て
策
定
さ
れ
実
施
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
単
年
次
ご
と
に

即
応
的
な
政
策
・
措
置
を
講
ず
る
な
か
で
、
そ
れ
ら
が
互
い
に
関
連
づ

け
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
一
九
六
一
年
一
月
、
中
共
第
八

期
九
中
全
会
で
は
、
即
応
策
と
し
て
っ
ぎ
の
よ
う
な
政
策
が
採
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
＠
六
一
年
は
力
を
集
中
し
て
農
業
戦

線
を
つ
よ
め
、
全
党
全
人
民
が
大
い
に
農
業
を
営
み
、
食
糧
を
綱
と
す

る
方
針
を
つ
ら
ぬ
き
、
す
べ
て
の
都
門
や
機
関
が
農
業
を
支
持
し
て
、

農
業
生
産
の
回
復
に
あ
た
る
。
　
人
民
公
杜
を
農
業
生
産
の
実
状
に
て

ら
し
て
整
頓
し
、
と
く
に
自
然
災
害
に
た
い
す
る
低
抗
力
を
つ
よ
め
る
。

　
原
料
不
足
に
１
悩
む
軽
工
業
部
門
は
新
し
い
原
料
源
を
開
拓
し
、
可
能

な
か
ぎ
り
生
活
必
需
品
を
供
給
す
る
。
＠
す
で
に
六
二
年
の
原
定
計
画

を
超
過
達
成
し
た
重
工
業
部
門
で
は
、
基
本
建
設
の
規
模
と
テ
ソ
ポ
を

調
整
し
て
、
強
化
・
充
実
・
向
上
の
方
針
を
と
る
。
六
二
年
三
月
、
第

二
期
全
国
人
民
代
表
大
会
第
三
次
会
議
で
は
、
調
整
政
策
を
一
〇
項
目

に
と
り
ま
と
め
、
基
本
建
設
を
引
き
し
め
、
重
・
軽
工
業
の
調
整
を
す

す
め
て
、
さ
ら
に
多
く
の
物
資
・
労
働
力
を
農
業
支
援
に
ふ
り
む
げ
る

と
と
も
に
、
勤
倹
建
設
を
強
調
し
つ
つ
、
　
「
国
民
経
済
各
部
門
の
計
画

工
作
を
い
っ
そ
う
改
善
し
、
農
業
・
軽
工
業
・
重
工
業
の
順
序
に
し
た



が
っ
て
各
部
門
の
バ
ラ
ン
ス
化
を
は
か
る
」
（
周
恩
来
報
告
）
こ
と
が
明

ら
か
に
１
さ
れ
た
。
つ
い
で
、
六
二
年
九
月
、
中
共
第
八
期
一
〇
中
全
会

で
は
、
「
農
業
支
援
・
農
業
首
位
バ
ラ
ソ
ス
」
を
は
か
る
即
応
調
整
策

を
一
歩
す
す
め
て
、
　
「
当
面
の
さ
し
せ
ま
っ
た
任
務
は
、
毛
沢
東
同
志

が
提
起
し
た
農
業
を
基
礎
と
し
工
業
を
導
き
手
と
す
る
国
民
経
済
発
展

の
総
路
線
を
つ
ら
ぬ
き
、
農
業
の
発
展
を
第
一
と
し
て
、
工
業
と
農
業

の
関
係
を
正
し
く
処
理
し
、
工
業
部
門
の
工
作
を
農
業
を
基
礎
と
す
る

レ
ー
ル
の
う
え
に
は
っ
き
り
の
せ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
。
　
「
農

業
を
基
礎
と
し
工
業
を
導
き
手
」
と
す
る
方
式
を
工
業
化
過
程
で
の
原

則
的
事
柄
と
す
る
だ
げ
で
は
な
く
、
国
民
経
済
発
展
の
・
再
生
産
拡
大

の
基
礎
と
し
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
調
整
政
策
の
奏
効
状

況
は
第
一
表
の
う
え
に
も
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
調
整
期
に
お
け

る
政
策
の
う
え
で
い
ま
一
つ
注
目
さ
れ
る
点
は
「
白
力
更
生
を
主
な
柱

と
す
る
建
設
の
原
則
」
が
中
ソ
論
争
の
激
化
に
っ
れ
て
六
三
年
一
〇
月

以
降
に
唱
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
体
系
だ
っ
た
自
立
し
た
国
民
経
済

の
建
設
と
い
う
構
想
は
、
ソ
連
邦
を
軸
と
し
て
き
た
東
欧
諸
国
間
の
国

際
分
業
・
経
済
協
力
と
対
称
的
に
、
は
や
く
か
ら
存
在
し
広
く
承
認
さ

れ
て
き
た
が
（
た
と
え
ば
ソ
連
『
経
済
学
教
科
書
』
改
訂
一
二
版
）
、
世
界
第
三
位

の
広
大
な
土
地
と
屈
指
の
尤
大
な
資
源
・
豊
富
な
労
働
力
を
も
っ
中
国

　
　
　
　
調
整
期
に
お
げ
る
国
民
経
済
と
対
外
貿
易
（
松
野
）

は
、
杜
会
主
義
諸
国
と
の
分
業
協
業
・
貿
易
と
援
助
関
係
お
よ
び
資
本

主
義
諸
国
と
の
貿
易
関
係
を
平
等
互
忠
の
原
則
の
も
と
に
樹
立
し
維
持

す
る
こ
と
と
な
ら
ん
で
、
経
済
的
自
立
を
達
成
す
る
こ
と
が
必
要
か
つ

可
能
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
の
発
展
過
程
が
結
果

し
た
諸
民
族
問
の
経
済
的
発
展
の
不
均
衡
を
排
除
し
う
る
と
考
え
て
き

た
。
そ
れ
故
に
１
、
自
国
内
の
す
べ
て
の
積
極
的
要
素
を
発
掘
活
用
す
る

と
と
も
に
、
消
極
的
要
素
を
も
積
極
的
作
用
を
は
た
す
も
の
に
改
組
す

る
（
た
と
え
ば
、
成
長
率
鈍
化
の
要
因
で
あ
る
高
い
人
口
増
加
率
－
過
剰
人
口
を

精
耕
細
作
・
「
労
働
蓄
積
」
と
し
て
活
用
す
る
な
ど
）
「
自
力
更
生
」
が
、
と

く
に
重
い
意
味
を
も
っ
て
強
調
さ
れ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
工
農
業
生
産
が
調
整
期
と
く
に
調
整
が
ほ
ぽ
終
了
し
た

と
報
告
さ
れ
た
一
九
六
四
年
～
六
五
年
に
ど
れ
程
の
水
準
に
ま
で
達
し

た
か
を
推
測
す
る
こ
と
は
至
難
で
あ
る
が
、
六
四
年
二
一
月
の
第
三
期

全
国
人
民
代
表
大
会
第
一
次
会
議
に
お
け
る
「
政
府
活
動
報
告
」
な
ど

（
そ
れ
ら
多
く
は
、
前
年
比
増
大
率
を
の
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
）
、
　
お
よ
び

主
要
生
産
物
産
高
（
比
較
的
に
は
近
似
値
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
）
の
水
準

を
ふ
く
め
て
、
試
み
に
推
計
す
る
と
表
示
の
よ
う
に
な
る
（
第
２
表
）
。

こ
の
推
計
値
は
大
方
の
推
計
値
と
ほ
ぽ
一
致
す
る
の
で
、
判
断
の
一
素

材
と
す
れ
ぼ
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
え
る
。
Ｈ
工
業
生
産
は
第
一
表
に
示
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
　
（
二
〇
五
）
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●

工るげおに期整調
業
比

５
４
４
２
ｏ
）
４
ｎ
）
■
　
　
　
．

農

３
（
ｏ
（
６
９
ｏ
ｏ
Ｅ
ｏ
７

４
３
ｏ
ｏ
２
り
＾
２
２

・
成
業

５
’
ｏ
（
ｏ
８
１
・
一
’
ｏ
Ｏ

工
構

’
ｏ
３
７
‘
０
１
人
４
ｏ
ｏ

一
Ｌ
０
’
Ｏ
（
０
７
‘
７
‘
７
‘
７
’

１

０
２
７
７
８

０
７
４
７
ｏ
）

（
）
７
８
９
９

１

数

０
１
１
１
１
８

０
１
１
１
８
０

＾
Ｕ
３
０
１
２
３

１
１
一
１
■
１
・
一
１
１
一
１
１
一
１
■

ヒ
目

チ

０
３
４
０
８
０
０

０
８
４
０
４
０
４

０
４
ｏ
）
５
’
ｏ
ｏ
）
ｏ
）

１
■
１
■
１
人
１
■
１
■
１
↓
１
■

１
産

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
０
０

生

１
１
ｏ
ｏ
２
Ｆ
ｏ
８
ｏ
◎
８

業

４
４
１
↓
（
ｏ
４
一
Ｌ
ｏ
（
）
５

２
ｎ
ｏ
４
８
ｎ
）
ｏ
ｏ
４
４

農

，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，

，

１
・
一
１
■
ｎ
６
１
↓
ｏ
４
２
ｏ
＾
ｎ
６

工

（

１

０
２
１
１
６
０

■
　
　
　
，
　
　
　
●

０
９
’
４
（
ｏ
ｏ
ｏ

一
０
６
７
‘
７
ｏ
ｏ

１

数

０
７
８
４
４
９

Ｏ
’
ｏ
０
＾
ｏ
ｑ
”
６

Ｏ
１
８
８
ｏ
ｏ
ｏ
）

１
１
一
１
↓

ヒ
目

手

Ｏ
０
８
９
０
７
１

０
５
５
０
８
ユ
ー

０
２
４
０
０
１
２

■
１
１
１
一
１
↓
１
↓
１
１
一
１
■
一
■
■

、
産

Ｏ
Ｏ
０
０
０
０
０
０

生

７
１
３
２
（
）
Ｏ
Ｏ
Ｏ

３
７
８
４
８
０
５
０

業

「
ｏ
＾
０
７
‘
一
ｂ
Ｆ
Ｏ
＾
Ｏ
＾
０
７
‘

農

（ 推るよに
０
）３

２
一

ユ

６
・

¢電社華新は年
６
６

，

計推の８
０
・Ｎ』報月究研済経国中『は年

６
５

４
．

６
報

た
と
お
り
品
目
別
で
は

「
波
型
」
の
程
度
と
そ

の
意
味
が
異
な
る
が
、

五
七
年
も
し
く
は
五
八

年
を
基
準
と
す
る
調
整

回
復
率
さ
ら
に
発
展
率

は
高
く
、
六
四
年
に
は

五
八
年
水
準
を
二
一
・

八
％
こ
え
て
い
る
。
そ

し
て
、
六
六
年
で
は
五

九
年
水
準
も
七
・
九
％

こ
え
た
。
ｏ
こ
れ
に
ひ

き
か
え
、
農
業
生
産
の

調
整
回
復
率
は
低
く
、

六
四
年
は
五
七
年
水
準

を
○
・
九
％
こ
え
た
が
、

五
八
年
水
準
に
は
な
お

一
九
・
二
％
及
ぱ
な
い
。

六
六
年
を
七
〇
〇
億
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
　
（
二
〇
六
）

と
み
れ
ぱ
五
九
年
水
準
の
八
九
・
四
完
で
あ
り
、
も
し
も
「
新
華
杜
電
」

を
そ
の
ま
ま
う
げ
い
れ
れ
ば
五
九
年
水
準
を
や
や
こ
え
て
七
八
○
～
入

○
○
億
元
に
た
っ
し
た
と
い
え
る
。
嘗
六
六
年
の
農
業
生
産
推
計
値
の

い
ず
れ
を
と
る
に
せ
よ
、
農
業
生
産
の
調
整
回
復
率
の
相
対
的
低
さ
が

（
第
一
次
五
カ
年
計
画
期
で
の
「
波
型
」
発
展
の
一
要
因
と
さ
れ
、
五
八
～
五
九
年

に
相
対
的
向
上
が
あ
っ
た
と
好
感
を
も
っ
て
の
べ
ら
れ
た
）
あ
ら
た
め
て
焦
点

の
一
っ
と
な
っ
て
い
る
。
視
点
を
か
え
て
い
え
ぱ
、
六
四
年
い
ご
工
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
構
成
比
は
七
〇
％

計推得所民国の期整調済経表３第

Ｏ
１
３
６
１
８
８

Ｏ
０
３
６
０
３
２
．

０
６
６
６
７
７
８

１

数

０
２
１
（
）
０
３
７
７

０
１
ｏ
ｏ
７
１
５
９
０

（
Ｕ
ｈ
６
７
７
８
８
８
０
Ｕ

１
■
１
■

１

Ｏ
０
９
０
１
６
３
３
９

０
４
２
８
３
８
４
０
４

０
３
６
９
０
０
１
２
３

１
■
１
■
１
↓

１
■
１
－
一
１
■
１
上
１
■

ヒ
目

手

）

：
（
）
０
２
ユ
２
２
２
２
２
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
・

０
４
１
Ｏ
Ｆ
ｏ
５
Ｆ
ｏ
Ｆ
ｂ
２
年
Ｏ
ｏ
ｏ
２
６
０
０
（
Ｕ
Ｏ
１

前
１
１
１

１
■
１
■
１
↓
１
■
１
■

（
、

額
）

３
２
８
４
６
４
８
０
０

元

５
３
３
６
４
５
８
５
２

３
５
２
１
６
１
６
２
６

億

９
２
５
９
９
０
０
１
２

，

，

，

，

，

，

実
（

１
上
１
↓

１
■
１
■
１
１
一
１
■

１
次

７
８
９
０
１
２
３
４
５

５
５
５
６
６
６
６
６
６

年

９

９

１

１

年
６
５４｛
乱
報
あ
公
で
ど
計
な
推
♂
の
趾
８
篶
Ｍ
飢
』
爬
報

Ｇ
月

ｅ
。
究

丁
研
、
済

は
経
年
国

５
８
中～
『

５
７
は

強
、
農
業
は
三
〇
％

弱
で
あ
る
が
、
一
九

五
三
～
五
七
年
ま
た

は
五
九
年
に
み
ら
れ

た
工
・
農
業
構
成
比

の
高
度
化
と
同
一
視

で
き
な
い
面
を
ふ
く

ん
で
い
る
の
で
あ

る
。
こ
う
判
断
す
る

も
っ
と
も
初
歩
的
な

根
拠
は
、
五
八
年
当



済経表２第

Ｏ
０
９
９

（
Ｕ
１
９
７

０
８
８
０

１

１

数

０
３
８
５
３

０
９
２
０
０

（
）
（
５
１
２
５

１
－
一
１
１
一
１
↓
１
↓
１
・
一

ヒ
目

手

０
２
５
５
１
７

Ｏ
＾
ｏ
１
７
８
９

０
６
３
８
０
４
１
１
２
１
２
２

、
産

０
０
０
０
０
０

生

４
０
０
０
一
ｂ
８

０
７
３
２
６
５

業

７
１
６
３
４
７

，

，

，

，

，

工

１
・
一
１
・
一
１
↓
１
１
↓

、
次

７
８
９
４
５
６

５
５
５
６
６
６

年

９

９

ユ

１

公どな蝸
ｅ
ａ

Ｙ
　
。
討
出
肥
算

Ｇ
る

ｅ
ｎ
よ

Ｔ
に、
上

は
以
年
は

５
９
数～
指

５
７
　
．

１
９
計

る
。
つ
ぎ
に
国
民
所
得
推
計
に
う
つ
る
。
こ
の
さ
し

は
公
式
資
料
に
も
と
づ
く
が
、
六
四
～
六
五
年
は
工
農
業
生
産
の
場
合

と
同
様
に
推
計
値
で
あ
る
。
同
時
に
五
九
～
六
五
年
累
計
で
約
八
、
○

○
○
億
元
（
年
平
均
五
％
増
）
と
み
て
、
単
純
計
算
し
た
結
果
を
表
示
す

る
（
第
三
表
）
。
一
九
六
〇
年
は
前
年
比
で
三
九
・
九
％
減
と
表
示
さ
れ

る
が
、
同
期
の
最
低
年
次
は
六
一
年
と
み
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
ま

た
、
そ
の
最
低
水
準
は
、
国
民
所
得
の
回
復
率
な
い
し
、
増
大
率
が
六

三
年
い
ご
若
干
そ
れ
以
前
の
三
カ
年
よ
り
も
高
い
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ

う
か
ら
、
も
し
も
推
計
の
前
提
に
致
命
的
ミ
ス
が
な
げ
れ
ぱ
、
い
っ
そ

　
　
　
　
調
整
期
に
お
げ
る
国
民
経
済
と
対
外
貿
易
（
松
野
）

時
六
三
、
○
○
○
万
人

に
見
合
っ
た
農
業
生
産

（
食
糧
の
み
を
と
れ
ば
、
六

六
年
は
五
九
年
を
七
・
四

％
こ
え
た
第
－
表
）
が
六

五
～
六
六
年
に
少
な
く

と
も
七
〇
、
○
○
○
万

人
に
達
し
た
と
推
定
さ

れ
る
人
口
と
見
合
わ
ざ

る
を
え
な
い
数
字
に
あ

　
、
、
五
八
～
五
九
年

う
低
く
た
る
。
六
四
年
に
「
国
民
経
済
調
整
の
任
務
が
す
で
に
基
本
的

に
完
了
し
、
…
…
六
五
年
の
任
務
は
、
調
整
を
す
み
ず
み
ま
で
や
り
と

お
し
、
六
六
年
か
ら
の
第
三
次
五
カ
年
計
画
を
準
備
す
る
こ
と
で
あ

る
」
と
す
る
周
恩
来
塞
言
（
六
四
年
二
万
、
第
三
期
両
国
人
民
代
表
大
会

第
一
次
会
議
で
の
「
政
府
報
告
」
）
か
ら
す
れ
ぱ
、
こ
の
推
計
値
が
低
め
で

あ
っ
て
も
甘
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。
　
一
人
当
り
国
民
所
得
を
（
国
連
関

計推得所民国り当人－表４第
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ヒ
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チ
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■
岨
註
簑
。
。
。
。
。
。
”
ー
ユ
ー
　
　
　
１
１
ー
ユ

押
鷺
摂
前
ユ
ユ
ー
　
ユ
ー
ユ
ユ
ー

（
、

額
）

８
９
３
２
４
９
５
４
５

元

意
孟
貨
二
８
。

実
（

ユ
ー
２
１
ー
ユ
ー
１
１

｛
次

研
眺
５
９
６
０
飢
６
２
肥
胆
肪

年

９

９

１

１

元
９
４ユ年

５
８むで

８
）¢
息
割
雌
舳
玩

坪

晦
５
年。

６

る
元
は
駆
劇
一
３
年

第
６
４

係
推
計
に
限
っ
て
も
、

五
八
年
の
六
三
、
○
○

○
万
人
で
は
一
致
し
て

い
る
が
、
六
五
年
に
な

る
と
七
〇
、
○
○
○
万

人
と
七
五
、
○
○
○
人

の
二
推
計
が
あ
る
。
ま

た
、
現
在
、
中
国
の
公

式
筋
の
文
章
な
ど
で
は

六
五
、
○
○
○
万
人
と

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

こ
こ
で
は
七
〇
、
○
○

○
万
人
、
こ
の
間
の
増

加
率
を
一
・
五
と
す
る

八
一
　
（
二
〇
七
）



　
　
　
　
立
命
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学
（
第
十
七
巻
・
第
二
号
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。
、
ｃ
。
奪
峯
８
一
ま
彗
げ
ｏ
◎
斤
。
、
撃
を
算
出
基
準
と
す
る
）
算
出
す
る
と
第
四
表

の
よ
う
に
な
る
。
一
九
六
五
年
の
国
民
所
得
総
額
は
、
五
八
年
水
準
に

回
復
し
そ
れ
を
○
・
七
％
こ
え
た
が
、
一
人
当
り
所
得
で
は
ま
だ
九
・

三
％
未
回
復
で
あ
っ
て
、
五
七
年
水
準
を
一
九
・
七
％
こ
え
た
に
と
ど

ま
っ
た
。
た
と
え
、
六
五
、
○
○
○
万
人
と
す
る
低
い
人
口
だ
と
し
て

も
な
お
わ
ず
か
で
は
あ
れ
一
・
二
％
の
未
回
復
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
以
上
の
推
計
値
を
前
提
と
す
れ
ば
、
国
民
所
得
総
額
は
調
整
回
復

期
を
お
え
て
ふ
た
た
び
増
大
期
に
は
い
り
え
て
い
る
が
、
一
人
当
り
国

民
所
得
は
な
お
調
整
回
復
期
の
期
末
に
位
置
し
て
お
り
、
こ
の
面
で
は

な
お
問
題
を
の
こ
し
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
二
　
国
民
経
済
発
展
の
予
測
と
若
干
の
吟
味

　
国
民
所
得
予
測
で
も
っ
て
経
済
発
展
予
測
を
代
表
さ
せ
る
。
そ
し
て
、

つ
ぎ
の
点
を
前
提
す
る
。
Ｈ
一
九
五
八
～
五
九
年
に
み
た
経
済
発
展
の

型
よ
り
も
む
し
ろ
、
一
九
五
三
～
五
七
年
に
お
け
る
「
投
資
率
は
ほ
ぽ

二
一
％
」
「
人
口
増
加
年
率
二
・
七
～
二
・
五
％
」
・
「
成
長
率
二
一
・

一
２
八
％
」
と
い
う
型
を
想
定
す
る
。
た
だ
し
人
口
増
加
年
率
は
鈍
化

趨
勢
を
み
せ
る
と
す
る
。
Ｏ
労
働
の
「
資
本
」
装
備
率
向
上
↓
労
働
生

産
性
上
昇
↓
生
産
増
大
の
経
路
つ
ま
り
労
働
生
産
性
上
昇
を
経
由
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
　
（
二
〇
八
）

「
資
本
」
蓄
積
の
生
産
増
大
効
果
が
、
雇
用
拡
大
の
増
大
効
果
よ
り
も

重
い
ウ
ェ
イ
ト
で
ほ
ぽ
五
三
～
五
七
年
程
度
で
あ
る
。
嘗
そ
し
て
、
き

わ
め
て
大
づ
か
み
に
一
九
六
六
年
以
降
と
く
に
第
三
次
五
カ
年
計
画
期

の
あ
い
だ
、
工
業
生
産
の
年
平
均
増
加
率
が
一
八
％
前
後
、
農
業
生
産

が
八
％
程
度
に
達
し
う
る
と
し
て
、
国
民
所
得
の
年
平
均
増
加
率
が
一

〇
％
な
い
し
若
干
低
め
を
保
持
し
う
る
。
と
す
れ
ぼ
、
国
民
所
得
総
額

は
一
九
七
〇
年
六
第
三
次
五
カ
年
計
画
期
の
最
終
年
度
）
に
は
ほ
ぼ
二
、
○

）元億（測予定推の得所民国表５第

Ｏ

７

８

４

６

Ｏ

）
年
１
０
る
よ
６
０
＝

７

１

７

５

３

２

５

７

１

２

３

５

，
こ
　
Ｏ｝

Ａ
Ｏ
（
年
１
０

８

４

９

２

２

３

４

６

８

３

１

数
５
９
＝

４

１

２

３

－
　
Ｏ

９

４

２

９

ヒ
日
　
Ｏ
芋
年
１
０

４

７

Ｏ

３

２

１

５
７
＝

５

６

ユ

２

３

５

額
“

Ｏ

０

Ｏ

２

９

一
％

９

４

８

９

９

９

５

総
Ｇ

，

，

，

ユ

２

４

額
“
Ｏ

０

Ｏ

Ｏ

２

３
一
■
ｏ

５

一
％

６

３

７

７

２

Ｏ

２

２

総
伶

，

，

，

，

１

２

３

５

次

５

０

５

Ｏ

６

７

７

８

年

９１

○
○
億
元
に
達
し
、
五
七
年
の
二
倍
強

の
水
準
に
到
達
し
う
る
と
み
ら
れ
る

（
第
５
表
）
。
そ
し
て
、
　
一
人
当
り
国
民

所
得
は
、
七
〇
年
ま
で
の
人
口
増
加
年

率
が
一
・
五
～
二
・
○
で
あ
る
な
ら
ば
、

二
八
○
～
二
六
〇
元
水
準
に
た
っ
し
て
、

五
八
年
水
準
を
四
０
２
三
〇
％
こ
え
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
予
測
が
一
応
の
妥
当
性
を
も
ち

う
る
か
否
か
は
、
農
業
生
産
が
安
定
高

産
を
ど
れ
ほ
ど
の
程
度
に
お
い
て
実
現

Ｌ
う
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
っ
て



も
過
言
で
は
な
い
。
工
業
生
産
の
年
平
均
増
大
率
を
一
八
％
と
み
る
こ

と
は
、
基
数
が
大
に
な
る
に
つ
れ
坤
大
率
の
高
水
準
維
持
が
困
難
に
な

る
面
が
あ
る
と
し
て
も
、
一
九
五
三
２
五
七
年
の
実
績
お
よ
び
調
整
期

後
半
の
実
績
か
ら
推
し
て
も
実
現
可
能
で
あ
る
と
見
込
み
う
る
（
鋼
材

白
給
率
が
五
七
年
の
七
五
％
か
ら
六
五
年
九
五
％
、
機
械
製
品
自
給
率
が
同
じ
く

五
五
％
か
ら
九
五
％
へ
た
か
め
ら
れ
た
と
し
て
「
白
力
更
生
」
が
う
た
わ
れ
て
い

る
。
た
し
か
に
そ
の
数
字
は
厳
し
く
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で

は
、
◎
六
四
～
六
五
年
の
経
済
水
準
・
技
術
水
準
に
見
合
う
自
産
自
給
率
で
あ
る
。

◎
逆
に
臼
産
臼
給
可
能
な
枠
内
で
建
設
が
計
画
さ
れ
た
。
＠
自
給
外
の
五
％
の
技

術
水
準
が
高
い
で
あ
ろ
う
こ
と
、
な
ど
を
も
あ
わ
せ
て
理
解
す
る
べ
き
で
あ
る
と

い
っ
て
お
く
。
）
。

　
だ
が
、
農
業
生
産
の
年
平
均
理
大
率
を
八
％
と
お
さ
え
る
に
つ
い
て

は
、
五
〇
～
五
八
年
の
年
平
均
増
大
率
は
九
・
八
完
で
あ
る
が
、
復
興

期
に
お
け
る
回
復
率
と
五
八
年
の
異
例
に
近
い
増
大
率
を
は
ず
す
な
ら

ぼ
、
五
三
～
五
七
年
で
ぱ
四
・
五
％
で
あ
っ
た
事
実
か
ら
す
る
と
、
な

お
、
若
干
の
吟
味
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
公
式
数
字
に
も
と
づ
く
分
析
に
よ
る
と
、
一
九
四
九
年
い
ら
い
の
農

業
生
産
の
増
大
が
、
禰
種
面
積
の
拡
大
に
示
さ
れ
る
耕
地
利
用
率
の
外

延
的
向
上
と
単
位
而
積
凸
り
収
量
の
引
上
げ
と
い
う
内
向
的
向
上
と
の

二
つ
の
要
因
の
相
乗
的
作
用
に
よ
っ
て
結
果
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
調
整
期
に
お
け
る
国
民
経
済
と
対
外
貿
易
（
松
野
）

（
松
野
「
中
国
農
業
現
代
化
序
論
」
『
立
命
館
経
営
学
』
三
巻
二
号
）
五
六
～
五

七
年
ま
で
は
外
延
的
向
上
の
ウ
ヱ
イ
ト
が
高
く
、
五
八
年
で
は
内
向
的

向
上
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
と
も
に
土
地
生
産

力
上
昇
に
。
ぞ
く
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
灌
激
面
積
指
数
は

四
九
年
の
ニ
ハ
・
三
％
か
ら
五
七
年
に
は
三
一
・
Ｏ
％
、
五
八
年
に
は

六
一
・
九
％
に
た
か
め
ら
れ
、
複
種
指
数
も
五
〇
年
前
半
の
二
二
〇
水

準
か
ら
後
半
に
は
一
四
〇
水
準
に
た
か
め
ら
れ
た
。
こ
れ
と
あ
わ
せ
て
、

「
土
（
土
壌
改
良
）
、
肥
（
施
肥
増
加
）
、
水
（
水
利
灌
概
）
、
種
（
晶
種
改
良
）
、

密
（
合
理
密
植
）
、
保
（
作
物
保
護
）
、
管
（
農
地
管
理
）
、
工
（
工
具
改
良
）
」
の

標指諸の化代近業農表６第

榔 ２
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Ｏ

ユ

Ｏ

１

８

１

ユ

２

２

３

，
■

力
）
３

Ｏ
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ｏ
Ｏ

動
冊

６
０
０
０
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ユ

６

灌
万
５

６

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

３

５
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ｏ
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Ｏ
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Ｏ

排
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（

，

一
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０
０
０
３
５
４
０

タ
万
台

２

３

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

９

４
９
．

Ｏ

６
３
０
０
０
０
２
ユ
７
０

ク
肝
有

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

４
５
９
９
９
０
３
３
７
５

ラ
ー
５
保

２

４

５

７

９

Ｏ

１

２

３

５

１
■
１
↓
■
↓
１
－
一
１
■

ト
（

斗
米
）

Ｏ
０
０
０

巴
ｔ
月

７
！
３
０
０
６
７
５
８
０

■
Ｏ
ム

３

５
Ｏ
Ｏ
　
．

３
１
３
０
０

学
万

６

８

３

Ｏ

４

～

～

～

～
８
３

レ
］
（

１
２
２
０
０
０
６
７

Ｆ
ｏ
４
１
↓
１
１

イ

り
＾
ｏ
ｏ
５
８

＼７
８

９

Ｏ

１

２

３

４

５

６

５

６

９

９

ユ

ユ

』
報
乱
年
よ
半
こ
易
引
貿
６

篤

国
場
中
市
“
外
耐
晦

・
。
ま

Ｙ
‘
ｔ
年

ｅ
ａ
６
６

甘
，

・
６
上
ｅ
６
Ｔ
９

“
　
　
１
■

八
三
　
（
二
〇
九
）

八
字
に
各
種

の
増
産
措
置

を
集
約
す
る

独
特
の
増
産

技
術
体
系
が

確
立
さ
れ
た

が
、
そ
こ
に

み
ら
れ
る
生

産
力
形
成
・

性
格
は
、
労



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
二
号
）

働
用
具
の
革
新
と
し
て
で
は
な
く
む
し
ろ
労
働
対
象
と
し
て
の
種
子
改

良
・
施
肥
増
加
、
労
働
手
段
と
し
て
の
土
地
改
良
、
お
よ
び
管
理
労
働

力
の
再
編
・
確
保
な
ど
に
傾
斜
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
労
働

集
約
的
農
法
を
集
団
経
営
の
支
え
に
よ
っ
て
い
わ
ぱ
極
限
化
す
る
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
当
然
「
資
本
」
集
約
的
農
法
－
労
働
生
産

性
向
上
を
主
軸
と
す
る
生
産
力
の
彩
成
（
「
機
械
化
・
化
学
化
・
電
化
・
水

利
化
」
）
を
準
備
し
代
替
さ
れ
る
。
調
整
期
を
っ
う
じ
て
、
　
「
資
本
」
集

約
的
農
法
を
保
証
す
る
諾
資
料
・
資
材
は
「
農
業
首
位
計
画
化
」
　
「
農

業
基
礎
」
の
立
場
か
ら
増
産
さ
れ
供
給
さ
れ
て
き
た
（
第
６
表
）
。
一
九

五
七
～
五
八
年
に
比
し
て
六
五
～
六
六
年
、
化
学
肥
料
は
一
〇
倍
前
後
、

ト
ラ
ク
タ
ー
は
三
・
四
倍
強
、
排
灌
動
力
機
は
五
・
三
倍
強
、
使
用
電
力

は
じ
つ
に
二
六
倍
弱
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
供
給
テ
ン
ポ
・
装
備
テ
ソ
ポ

学
ヒ
　
量
剛
有

国
量
給

諾
費
合

ア
消
Ｏ

磁
断

　
　
２
０
４

　
　
ｐ
／
６

表
Ｎ
６
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１
９
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４

５
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ｋ
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０
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１
７
１
２
８
０
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２
８
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０
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１
１
　
　
７
４
１

ｈ
（

り
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↓
　
　
　
　
　
２

１

）

１

量
０
ｔ

ＯＯ ５
０
５
８
８
６
６
１
７
０
７
０
５
０
０
　
　
６
０
１
３
ユ
４
７
２
２
４
１
５
０
　
　
　
１
４
１
３
　
　
　
　
．
６
７
７
９

＾

総
ユ

＾

，
　
　
　
，
　
　
　
，

（

１
↓
８
り
＾

＾＾

’

ｕ男

マ
ヤ
ン
湾
ド
ヤ
国
ヤ
ン
イ
ム
本
カ
連
国

一
〃
口
一
ｗ
■
け
リ

国

ン
イ
　
ン
レ
ィ
ベ
メ

ビ
カ
セ
台
イ
イ
韓
マ
フ
タ
南
日
ア
ソ
中

’、 　
ｆ
　
Ｏ
　
ｙ一
肥
∴

年
皿
鎚
。

６
３
Ｓ
蛇
る

２
／
．
皿
肋
よ

６
ｍ
ｅ
に

は
ｍ
肚
』

中
Ｏ
　
ｃ
ｄ
覧

ム
襲
鶉
酬

米
ｕ
Ａ
ｎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
（
二
一
〇
）

ば
め
ざ
ま
し
い
が
、
そ
の
絶
対
的
水
準
は
な
お
低
い
。
全
中
国
で
ト
ラ
ク

タ
ー
の
必
要
保
有
台
数
は
一
〇
〇
万
旺
台
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
充
足
度

は
一
五
完
強
で
あ
り
、
ア
ジ
ァ
諾
国
の
い
ず
れ
よ
り
も
高
い
指
数
を
も

っ
灌
概
面
積
も
六
六
年
そ
の
三
分
の
一
が
動
力
で
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る

状
況
で
あ
る
（
第
８
表
）
。
化
学
肥
料
消
費
量
に
つ
い
て
は
表
示
の
と
お
り

で
あ
っ
て
（
第
７
表
）
、
単
位
面
積
当
り
の
消
費
量
は
き
わ
め
て
少
量
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
は
い
わ
ゆ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
農
法
で
あ
る
の
で
お

く
と
し
て
、
ア
ジ
ア
農
法
の
一
典
型
で
あ
る
日
本
に
比
べ
る
と
、
じ
つ
に

　
８

曼
で
あ
る
一
中
国
で
は
化
学
肥
料
の
ほ
か
に
堆
唄
緑
興
糞
尿
な
ど
が

投
下
さ
れ
る
）
。
六
五
年
で
は
全
投
下
肥
料
の
ほ
ぼ
一
五
％
を
化
学
肥
料

が
占
め
、
単
位
面
積
当
り
消
費
量
は
二
〇
吻
に
た
っ
し
た
と
計
算
さ
れ

る
が
、
そ
れ
で
差
お
六
一
－
六
二
年
当
時
目
本
の
・
砺
で
あ
る
。

　
他
方
、
単
位
面
積
当
り
収
量
を
ア
ジ
ア
諾
国
と
比
較
す
る
と
、
五
七

～
五
八
年
、
き
わ
だ
っ
て
高
い
日
本
に
っ
ぐ
第
ニ
グ
ル
ー
プ
に
位
置
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
第
８
表
）
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
四
・
九
一
ｔ

を
一
〇
〇
と
す
る
と
、
台
湾
の
六
四
、
韓
国
の
六
〇
に
つ
い
で
、
ほ
ぼ

五
五
（
五
七
年
）
、
七
一
（
五
八
年
）
で
あ
る
。
一
九
四
九
年
基
準
と
す
る

増
加
率
は
五
七
年
四
二
・
三
％
、
五
八
年
八
四
・
○
％
と
高
い
。
と
こ

ろ
で
、
こ
の
高
い
増
加
率
と
収
量
水
準
は
さ
き
に
み
た
よ
う
に
労
働
集
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、
、

モ（米概灌
の
量

国
収
諾
り
ア
当
ジ
積
ア
面
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江

『
て
一

叉
．
↓
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率
）
加
％
楢
（

ド
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３
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９
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４
９
～一
５
２

４
８
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数指湛灌

）年
６
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表８第

３
３

２
０

３
６

６
４

２
９

３
６

６
０

４
８

２
４

２
８

４
２

Ｏ○ユ

８

４
・

５

７
０
．

【
ゴ

１
２

４ユｉ

３
９

４
１

２
８

ｕ

７

２
７

０
　
７

５
０

２
３

３

２
・

４

０

４
．

８
５

３６

！
一

ユ０

１
一

９７

１
一

２ユ

３
．

５４

１
一

８７

１
・

３９

２
・

７３

２
・

８１

１
．

０４

１
．

４０

２
．

１９

４
・

年
５
７

９
（６

２
・

年
５
８

７
（４

３
・

６４

１
一

７１

１
・

９２

１
・

９２

２
・

３ユ

ー
・

！６

１
。

５７

２
・

６８

１
・

８ユ

ー
・

１３

１
．

６３

１
．

Ｏ０

４
・

）年
４
９

９
（８

１
・

）年
５
７

１
（３

３
〕

７
・

ひ

４
　
　
２

２
０

５
２

１
６

３
１

３
４
４
　
　
８

１
７

２
０

５
６

勺

・
ｖ
那

年
５
８

２
（６

●

マルビ

ヤジボンカ

ンロイセ

湾

ドン

ム
ロ
イ

ヤシ
・
不ドンイ

韓

ヤシーレマ

ンピリイフ

イタ

ムナトベ南
本
国

日
中

ｔＯ０

４
・

本日ま〕〔成乍イてつよに
年
　
。

６
８
出
』
算
鑑
て
年
し
業
と
農
Ｏ

木
ｍ
一
叩
↓

土
地
節
約
的
農
法
に
よ
っ
て
主
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
判
断
に
。
ミ
ス
が
た
げ
れ
ば
、
農
業
近
代
化
諾
指
標
の
絶
対
的
低
さ

は
、
そ
の
顕
著
た
上
昇
テ
ソ
ポ
に
支
え
ら
れ
て
、
む
し
ろ
、
農
業
生
産

増
大
の
可
能
性
、
し
か
も
安
定
高
産
持
続
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
こ
と

に
１
な
る
。
そ
の
さ
い
に
鍵
と
な
る
の
は
お
そ
ら
く
灌
概
効
果
の
引
上
げ
、

　
　
　
　
調
整
期
に
お
け
る
国
民
経
済
と
対
外
貿
易
（
松
野
）

耐
皐
潜
能
力
の
上
昇
を
も
た
ら
す
動
力
灌
概
率
の
推
移
、
お
よ
び
単
位

面
積
当
り
一
〇
〇
勾
消
費
を
当
面
の
目
標
と
す
る
化
学
肥
料
増
産
．
供

給
で
あ
ろ
う
。

三
　
対
外
貿
易
の
後
退
・
回
復
と
商
品
構
成
の
変
化

　
対
外
貿
易
総
額
は
、
一
九
五
〇
年
ら
い
年
を
お
っ
て
急
速
に
増
大
し

て
き
た
。
五
八
年
の
貿
易
総
額
は
五
〇
年
の
三
・
一
倍
で
あ
っ
て
、
輸

入
二
・
九
倍
、
輸
出
三
・
三
倍
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
五
六
年
と
五

七
年
は
農
業
不
振
の
た
め
輸
出
物
資
の
供
給
が
渋
滞
し
た
の
で
若
干
後

退
Ｌ
、
五
七
年
の
貿
易
総
額
は
計
画
を
三
・
八
％
ほ
ど
下
ま
わ
っ
た
。

そ
れ
に
。
も
か
か
わ
ら
ず
第
一
次
五
カ
年
計
画
期
に
お
け
る
貿
易
総
額
の

累
計
は
計
画
言
」
え
た
。
そ
の
う
え
、
貿
易
収
支
お
よ
び
国
際
収
支
は

ほ
ぼ
均
街
を
保
ち
、
旧
中
国
時
代
の
長
期
・
慢
性
的
な
入
超
、
深
刻
な

逆
調
は
根
本
的
に
。
改
め
ら
れ
た
。

　
一
九
五
七
年
以
降
、
中
国
の
対
外
貿
易
は
表
示
の
と
お
り
で
あ
る
が

（
第
９
表
）
、
こ
れ
に
ょ
る
と
、
っ
ぎ
の
点
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
Ｈ
貿
日
勿
総
額
は
調
整
期
初
頭
で
は
な
く
六
二
年
に
、
も
っ
と
も
低

い
水
準
を
示
し
た
。
五
九
年
を
一
〇
〇
と
す
る
と
六
二
．
五
で
あ
る
。

輸
入
の
最
低
水
準
年
度
も
六
二
年
で
、
同
じ
く
五
五
．
八
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
（
二
一
一
）
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スン
一
フ

憶
鴛
・
。
鴛
鴛
ｍ

、
、

十
十
十
一
十
十
十
十
十
一

ノ

Ｏ

一
〇
〇

６
９
５
６
９
３
９
７
９

入
年
ユ前

竈
鴛
瓜
岨
苫

１
額

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

輸

濃
岨
鴛
鴛
欺

実

Ｌ
Ｌ
２
・
ム
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
１
一
ム

Ｏ

一
〇
〇

７
４
２
４
０
３
５
５
５

出
年
１前

”
乃
鵠
花
岨
肌
皿
皿
皿
１
ー
　
　
　
ユ
ー
１
ー
ユ

１
額

輸

醐
鴛
篤
醐
ｍ
鴛

実

Ｌ
１
一
２
一
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
ａ

Ｏ

一
〇
〇

５
２
２
０
６
２
６
５
７

額
年
１

公
心
↓
亦

前

竈
箒
孟
帆
岨

入出

顧

輸

篤
獅
狐
鵬
鴛
則

実

３
一
３
一
４
弐
３
一
ら
２
一
乳
弐
４

＼鴛・
。
鴛
・
。
鎚
蝕
纂

ユ

ユ

○るよにＳＲ此
Ｎ皿は年

６
６料資会員委同合済経院下上米は年

６
５～

５
７

輸
出
の
最
低

水
準
年
度
は

六
丁
六
二

年
で
あ
っ
て
、

同
じ
く
六
八

・
二
で
あ
る
。

○
総
額
・
輸

出
・
輸
入
と

も
六
三
年
に

は
回
復
傾
向

を
示
し
は
じ

め
た
が
、
輸

出
は
六
二
年

か
ら
回
復
期

こ
よ
、
つ
こ

〃
竈
し
　
　
　
Ｊ
〈

と
み
る
こ
と

も
で
き
る
。
嘗
六
六
年
に
は
総
額
は
五
九
年
水
準
を
五
・
八
％
こ
え
、

輸
入
も
同
じ
く
一
四
・
一
老
こ
え
た
が
、
輸
出
は
回
復
起
点
が
は
や
か

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
二
・
○
％
強
未
回
復
で
あ
る
。
陶
バ
ラ
ン
ス
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
　
（
二
一
二
）

は
六
〇
、
六
六
年
に
マ
イ
ナ
ス
を
示
し
た
ほ
か
は
プ
ラ
ス
で
あ
っ
て
、

多
く
の
開
発
国
で
は
マ
イ
ナ
ス
が
傾
向
化
し
て
い
る
の
に
比
べ
る
と
、

調
整
期
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
プ
ラ
ス
傾
向
で
あ
る
点
は
注
目
さ

れ
る
。
六
〇
～
六
五
年
で
は
累
計
一
四
、
六
〇
〇
万
ド
ル
の
プ
ラ
ス
・

六
〇
～
六
六
年
二
一
、
七
〇
〇
万
ド
ル
の
プ
ラ
ス
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
　
「
輸
出
は
輸
入
の
た
め
で
あ
り
、
輸
入
は
杜
会
主
義
工

業
化
の
た
め
で
あ
る
」
と
い
う
対
外
貿
易
の
基
本
的
性
格
は
輸
出
入
商

品
類
別
構
成
に
も
っ
と
も
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五

別
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
～
五
八
年
の
商
品

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
類
別
構
成
を
み
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
１
０
表
）
、
↑
輸
入
に

成
薄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
い
て
は
、
消
費
諸

州
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
料
が
五
〇
年
の
一

出

輸
二
．
八
％
、
五
一
年

口
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ

類
凱
の
ニ
ハ
．
九
％
か
ら

品
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｙ

商
討
し
だ
い
に
・
そ
の
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爬

表
Ｇ
比
を
低
下
さ
せ
て
、

１
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｅ
。

第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁
　
五
八
年
で
は
六
・
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％
と
な
っ
た
。
そ
の

．

副
晶

５
６
３
７
３
１
６
１
５

●

７
４
．

農
業

Ｏ
Ｊ
Ｆ
Ｏ

８
６
一

５

５

５

２
４

０
５
・

５

出

４

４

４

３

－

副
晶・
工

２
４
８
９
７
４
３
５
０

農
加

３
ユ
２
５

３

３

７
８
．

２

２

１
■
１
１
７
‘

２

２

３

３

３

輸

１
ロ
ロ

業

３

Ｏ

９

４

Ｏ

５

１

４

５

鉱

９

工

４
７
８
４
５
・
６
８
・
７
。
ユ
ー
１
２
２
２
２
２

料

入

資

８

９

４

Ｏ

２

５

６

３

３

費

２

６

９
７
７
．
５
・

１
■
　
１
■

７
７
．
６
・

肖
、
７
１

料資

２

１

６

６

８

５

４

７

７

輸

産生
７
３
．
０
．
３
．
２
・
４
．
２
２
３
８
８
９
９
９
９
９
９
９

＼

＼
次

０
１
２
３
４
５

５
９

５

５

５

５

６
７
８

５

５

５

５

＼
年

ユ



逆
に
生
産
資
料
は
五
八
年
の
九
三
・
七
％
に
ま
で
た
か
ま
っ
た
。
ｏ
輸

出
に
お
い
て
は
、
工
鉱
業
品
が
五
〇
年
の
九
・
三
％
か
ら
五
八
年
の
二

七
・
五
％
に
た
か
ま
り
、
農
・
副
業
加
工
品
は
ほ
ぼ
同
じ
構
成
比
を
保

ち
、
農
・
副
業
品
が
五
〇
年
の
五
七
・
五
％
か
ら
漸
減
し
て
五
八
年
に

は
三
五
・
五
％
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
輸
出
に
お
い
て
は
、
三
類

別
の
構
成
比
は
等
分
化
さ
れ
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
な
お
一
次
産

品
の
比
重
は
た
か
い
、
こ
う
し
た
輸
出
入
商
品
類
別
構
成
は
「
工
業
化

促
進
型
」
　
「
工
業
化
進
行
型
」
と
よ
ん
で
よ
い
。
国
民
経
済
調
整
期
に

は
い
る
と
、
類
別
構
成
比
の
型
は
混
乱
を
呈
し
た
よ
う
で
あ
る
（
第
ｕ

）％（成構の入出輸ｕ房類品商表

１
１

第

５

０
０
３
１
４
５

０
９
６
３
９
３

６

１
・
６
・
１
３
ユ
７

５
７
り
ん
１
２
ｏ
Ｊ

９

３
２
　
　
　
　
　
３

２
１
　
　
１
２
１
凸

１４

８
８
３
６
４
８

７
５
８
９
２
９

６９

７
．
３
・
ユ
２
ユ
２
２
２
　
　
　
　
　
４

１
１
９
４
７
‘
ｏ
）
「
ｏ

１

Ｑ
Ｊ
１
　
　
　
　
１
↓
１

３

○
ユ
５
５
４
７

３
４
１
５
５
４

６

３
．
４
ユ
２
ユ
７
９
】
２
　
　
　
　
　
４

１
・
９
８
９
６
４

｛

９
１

３
ユ
　
　
　
　
ー
ユ

’

２

５
０
ユ
７
２
２

６
４
０
４
６
８

６９

８
．
５
１
１
１
１

２
７
０
７
５
４

ユ

ユ
２
　
　
　
　
　
５

ｏ
ｏ
１
１
　
　
　
１
↓
ユ

－
；
　
－

　
　
　
　
１
１
，
、
「
－

、
、

次

」

年

’

食
原
燃
化
機
そ

食
原
燃
化
機
そ

輸
　
　
出

輸
　
　
入

１６９ユＳＣ
．
ｈＳ

．
ｕａｔＳｆＯｎ

．
廿

１
ｅ
　
◎

山
る
Ｂ
よ

１
ｙ
に
比
号

ｏ
ｎ
３

Ｍ
各
“
年

Ｎ
６
７

ｕ
～

調
整
期
に
ー
お
げ
る
国
民
経
済
と
対
外
貿
易
（
松
野
）

表
）
。
す
な
わ
ち
、
輸
出
商
品
類
別
構
成
は
と
も
か
く
と
し
て
、
輪
入

構
成
で
は
、
食
料
が
六
二
～
六
四
年
で
は
三
〇
％
以
上
に
の
ぼ
っ
て
い

る
。
輸
出
食
糧
の
構
成
比
が
た
か
ま
っ
て
い
る
の
で
相
殺
さ
れ
る
面
が

あ
る
に
せ
よ
、
三
〇
％
以
上
は
「
工
業
化
促
進
型
」
の
混
乱
を
表
わ
す

と
み
た
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
調
整
期
に
回
復
し
た
と
は
い
え

農
業
生
産
が
な
お
工
業
化
過
程
が
期
待
す
る
水
準
に
達
し
え
て
い
な
い

こ
と
を
裏
書
き
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
輸
入
食
糧
の
構
成
比
は

六
五
年
に
は
低
下
し
て
お
り
、
そ
の
後
に
お
げ
る
農
業
生
産
の
安
定
し

た
増
大
の
な
か
で
、
　
「
工
業
化
促
進
型
」
に
た
ち
も
ど
る
と
み
ら
れ
る
。

四
　
対
外
貿
易
の
回
復
に
１
お
け
る
地
域
別
構
成
の
変
化

地
域
別
構
成
の
変
化
は
き
わ
め
て
特
徴
的
で
あ
る
（
第
ｕ
表
）
。
す
な

わ
ち
、
Ｈ
一
九
五
九
年
ま
で
輸
出
入
と
も
に
対
杜
会
主
義
諸
国
の
構
成

比
が
七
〇
％
前
後
を
占
め
、
杜
会
主
義
圏
の
経
済
的
結
合
の
強
さ
と
そ

の
計
画
性
が
う
た
わ
れ
て
き
た
が
、
六
〇
年
以
降
、
中
ソ
論
争
の
公
然

化
に
と
も
な
う
と
く
に
中
ソ
貿
易
の
激
減
に
よ
っ
て
、
そ
の
構
成
比
は

急
速
に
低
下
し
て
き
た
。
六
六
年
で
は
対
資
本
主
義
圏
貿
易
が
か
っ
て

の
対
杜
会
主
義
圏
貿
場
の
地
位
に
と
っ
て
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

○
構
成
比
を
た
か
め
て
い
る
対
資
本
主
義
貿
屍
に
お
い
て
、
対
先
進
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
　
（
二
二
二
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
二
号
）

）％（向動の成構易域地の易貿外対国中表
１
２第

入輸出輸
内
易
圏
貿易貿西東

国発開国進洗骨
一

内
易
圏
貿易貿西東

国発佛国進暁奇
一

　
＼

　
＼
次

＼
年

４
　
　
０
　
　
４
　
　
８
　
　
７

０
．
　
３
・
　
７
・
　
１
・
　
９
，

８
　
　
６
　
　
６
　
　
’
ｏ
　
　
（
ｏ

０
　
　
９
　
　
８
　
　
０
　
　
９

６
・
　
０
．
　
６
．
　
１
・
　
３
・

６
　
　
５
　
　
４
　
　
４
　
　
３

３

３
・

３

８

０
・

ユ

“
３

３
．

１

１

１
一

ユ

”
９

２
．

ユ

６

７
・

１

５

０
．

２

７

８
・

１

５

５
・

２

８ふ２

舳
９

８
・

２

３

９
．

１

１

７
一

２

５

０
・

２

１Ｌ２

５

１
・

３

７

２
．

３

３

０
・

４

６

０
・

４

９

２
・

４

６

９
一

１

０

７
一

３

６
．

２
．

３

２

８
・

３

３

０
・

３

０

４
・

３

１

９
一

４

２

３
・

５

０

９
・

５

１

６
一

６

７

６
．

６

５

８
・

６

７

５
・

６

８

５
．

６

８

５
．

６

７

１
一

７

９

５
・

６

３

７
．

５

７

２
・

５

５

５
．

４

３

６
．

３

２

０
・

３

０

７
・

１

９

９
．

１

６

０
．

２

５

１
一

２

３

７
・

１

３

０
．

２

４

７
一

２

３

２
・

３

３

７
・

３

５

０
．

４

２

２
．

４

５

４
．

１

４

４
．

１

６

３
．

ユ

７

２
・

１

０

１
一

１

８

３
．

１

３

５
・

１

０

５
．

１

２

７
・

１

２

３
・

２

６

７
・

２

５

１
一

３

３

４
・

３

２

４
．

３

２

４
・

３

３

８
．

２

１

４
一

３

７

２
．

４

３

７
一

４

５

４
．

５

７

３
・

６

８

９
一

６

５５９ユ

５
６

５
７

５
８

５
９

０６９１

６
１

６
２

６
３

６
４

６
５

○

出算てつよに
６
６

１
９

，
．

ｋＯＯｂｒａｅＹ１ａＣ１ｔＳ１ｔａＳ
‘

“ｕ

．
対
開
発
国
貿
易
は
と
も
に
増
大
し
て
い
る
が
、
輸
出
で
は
対
開
発
国

構
成
比
が
た
か
ま
り
、
輸
入
で
対
先
進
国
構
成
比
が
た
か
ま
っ
た
点
が

注
目
さ
れ
る
。
っ
ま
り
対
開
発
因
輸
出
で
対
先
進
国
輸
入
を
ま
か
な
う

傾
向
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
中
国
の
対
ソ
貿
易
は
、
　
一
九
六
〇
年
い
ら
い
貿
易
総
額
・
輸
入
（
六

五
年
を
除
く
）
・
輸
出
と
も
一
貫
し
て
顕
著
な
減
少
傾
向
を
示
し
っ
づ
げ

八
八
　
（
二
一
四
）

）
レリフール新万

ｏ
ｏＧ移推の易貿ソ対の国中表

１
３第

率比の中易貿国中出輸入輸額総

入輸出輸

　
〇

一
ｍ
一

年
１

ｒ
額実

　
○

ゐ

年
１

１
前
額実

　
〇一
岨

年
－前

額実

＼ ５

７
・

３

４

７
一

３

４

０
・

４

３

５
一

３

３

９
一

２

４７２

４

１
・

２

４

４
・

１

”

“

８

０
・

３

ユ

８
．

２

５

７
・

３

６

２
．

３

０

０
・

２

４

６
・

１

６

２
・

１

阯
６

０
・

１

舳

４

９
．

ｕ

９

４
・

２１

０

７
．

７

０

５
．

６

６

３
・

９

９

０
・

８

０

６
一

７

７Ｌ７

４

３
・

６

３

４
・

６６

１

３
．

９７

３

０
・

９９

３

３
・

６７

３６９４

７４６４

７

１
一

７３

８

２
一

８２

０

３
一

０２

８

８
．

２１

５

６
一

ｕ

６

０
・

５１

６

５
．

８

０

５
・

４

５３６

２

０
・

８

３

２
・

７

６

１
一

４１

５１９

７

９
．

８４

６

０
・

７５

１

９
・

５８

４

５
・

３７

６

０
・

３３

１

０
一

１２

５

８
一

６１

７

１
一

２１

５

２
・

７１

８

７
一

５１

２

８
・

ｎ

６

５
．

３１

０

１
一

８

１５５

６

１
一

８

０

０
・

８

９

４
・

７

８

２
・

９

３

６
一

７

０

４
一

１
５Ｌ

７

３
．

６３，１

４

９
・

４８，１

７

８
・

９４，１

９

６
一

２８

８

４
・

７６

２

０
・

４５

５

４
・

０４

５

５
・

７３

６

６
一

８２

７５９１

５
８

５
９

０６９１

６
１

６
２

６
３

６
４

６
５

６６

○るよに算換ルドは率比の中易貿国中
○るよに号各』鑑年計統易貿連ソ『



た
（
第
１
３
表
）
。
一
九
五
九
年
水
準
を
一
〇
〇
と
す
る
と
、
六
六
年
、
貿

易
総
額
は
一
五
・
五
、
輸
入
は
一
八
・
四
、
輸
出
は
；
一
．
○
を
保
っ

て
い
る
に
１
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
表
示
し
た
よ
う
に
、
中
国
の
対
外
貿

易
総
額
に
、
占
め
る
対
ソ
貿
易
の
比
重
は
、
五
九
年
、
輸
入
で
三
七
．
五

％
、
輸
出
四
〇
・
四
％
か
ら
、
六
六
年
で
は
輸
入
六
・
○
％
、
輸
出
七

）％（化変の目品易貿ソ対の国中表
１
４表

５６９１４６９１３６９１２６９１１６９ユ０６９１弔

３

３
．

３

“０
６
・

３

１

９
．

２

４

４
・

１

”６
２
・

５

９

０
・

３

“
”ユ２６
５

０
．

３

ｕ
〃０
８
．

５

９１３

”
＾９
４
・

５

６

７
一

３

２
０
・２

Ｈ！
９
・

３

０

３
・つ
）

晶
晶
晶
他

工
製
加
半
製

　
・
　
　
の

料
料
定

　
原
系

飲
佐

　
玄
小
食
繊
繊
そ

中
国
の
輸
出

ユ

０
・

４

”ユ
８
・

１

Ｈ６
０
・

４

６

２
・

４

”３
５
・

１

９

５
．

１

２

６
・

２

５

２
．

２

“６
４
．

ユ

４

２
．

３

５

０
・

３

７

１
一

１

蝸０
２
．

ユ

５

４
．

３

８

１
・

４

４

９
・

２

５

１
一

２

”８
２
．

３

４

８
．

２

７

１
一

６

７

５
・
４
▲

“８
３
・

１

２

７
・

１

備設
■

械機

）トン
一
フ

プち
｝
つ

（

晶
晶
他

　
製
製
油
　
石
の

鋼
．
　
油
鉄
原
そ

中
国
の
輸
入

“
９

２
・

２

４
・

５

５
．

“
９

４
．

１％の中額総易貿連ソ

〃
…

“
”

”
”

”
”

２

１
一

１

７

３
．

２

２

４
一

４

８

５
・

６

額総出輸備設械
機
％
連
の
ソ
中

入
入
輸
輸
械
ハ

機
一
フ
の
フ

　
の
国
国
中
中

○るよに』鑑年計統易貿連ソｒ

調
整
期
に
お
け
る
国
民
経
済
と
対
外
貿
易
（
松
野
）

・
四
％
へ
と
じ
つ
に
大
幅
な
低
下
を
み
せ
た
。
ま
た
、
ソ
連
対
外
貿
易

に
占
め
る
対
中
国
貿
易
の
比
重
も
六
〇
年
の
一
四
・
九
％
か
ら
六
五
年

二
・
六
％
、
六
六
年
で
は
一
・
九
％
と
急
落
し
た
。
こ
の
よ
う
た
対
ソ

貿
易
の
絶
対
的
・
相
対
的
な
後
退
の
な
か
で
す
す
ん
だ
品
目
構
成
の
変

化
は
い
っ
そ
う
特
徴
的
で
あ
る
（
第
１
４
表
）
。
輸
出
品
目
構
成
の
変
動
は

別
と
し
て
、
輸
入
品
目
構
成
の
変
化
は
対
ソ
貿
易
後
退
の
内
容
を
端
的

に
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
い
一
九
五
五
年
に
輸
入
中
の
三
〇
．
七

％
を
占
め
た
機
械
・
設
備
（
プ
ラ
ン
ト
は
一
八
．
九
％
を
占
め
た
）
は
、
六
〇

年
に
は
六
一
・
七
％
（
同
じ
く
四
五
・
七
％
）
と
た
か
ま
っ
た
が
、
そ
れ

以
後
一
二
％
近
く
ま
で
低
下
し
ま
た
若
干
回
復
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

だ
が
、
プ
ラ
ソ
ト
の
構
成
比
は
一
貫
し
て
低
下
し
つ
づ
げ
、
六
五
年
は

わ
ず
か
に
二
・
○
％
を
占
め
た
に
す
ぎ
た
い
。
ｏ
こ
の
事
態
を
ソ
連
の

機
械
・
設
備
総
輸
出
に
占
め
る
対
中
国
輸
出
の
比
重
変
化
の
面
か
ら
み

れ
ぱ
、
五
五
年
ら
い
最
高
の
構
成
比
を
示
し
た
六
〇
年
、
機
械
は
四
四

・
二
％
、
プ
ラ
ソ
ト
は
じ
っ
に
六
五
・
八
％
に
た
っ
し
て
い
た
が
、
六

五
年
に
な
る
と
、
四
・
七
％
、
○
・
六
％
へ
と
急
落
し
て
い
る
。
こ
こ

で
も
プ
ラ
ソ
ト
の
激
減
が
明
ら
か
で
あ
る
。
嘗
原
油
・
石
油
製
品
は
五

五
年
の
一
〇
・
六
形
か
ら
六
二
年
の
三
四
・
五
％
と
そ
の
構
成
比
を
た

か
め
た
が
、
六
五
年
に
は
一
・
二
％
へ
と
急
落
し
た
（
六
四
～
六
五
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
　
（
二
一
五
）
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命
館
経
済
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）％（重比の国要主進先るげおに入出輸国中表
１
５表

）Ｏ

０
．

）
）
）
）
）

ユ
４
３
５
３

）

Ｏ

１

ユ

５
．
８
．
０
・

０
５
４
３
・
０
．
６
・

入

；

Ｏ
）
Ｅ
Ｕ

７

５

ユ

３

８

２

（
（
（
（

２

ユ

（
（

６（６

８
９
０
４
０
１

輸

６
６
一

４
・

７
．

３
・

９

５
・

９
・

１

ユ

の

５

６

６

７

６

４

３

８

９ユ

４
．
３
．
４
・
３
・
４
・
５
・

ユ

国

ｉ
４６

３
０
０
５
０
２

９ユ

２
・
４
．
２
．
１
．
４
・
０
・

中

１

１

１
３６

９
５
０
０
５
２

９

５
・
Ｆ
ｏ
・
Ｌ
２
・
３
．
９
・

１）Ｏ

０
．

）
）
）
）
）
）

Ｏ

５
５
７
８
５
４

ユ

０
・
５
．
６
．
５
・
２
・
６
．

出

昌

１
１
一
Ｆ
Ｏ
Ｏ
ん
Ｏ
リ

４
２
り
＾
２

８
０

３

（
（
（
（
１
１
４

（
（

６（６

９
４
２
６
３
９

輸

６９

３
・
２
．
４
・
２
・
４
．
０
．

ユ

１

の

５６

６
２
７
０
３
７

９ユ

１
．
Ｚ
３
・
２
・
４
・
０
・

１

国
１４６

０
８
９
３
９
５

中

９

９
．
１
．
２
・
１
・
３
・
０
。

ユ

１
３６

９
４
７
２
４
５

９

４
・
１
・
２
．

１
・
３
．

０
・

１次

本
ス
独
ア
ス
ダ
一

年

ン

リ

リ

一
フ

　
　
ナ
タ
ギ

日
フ
西
イ
イ
カ
，

　
○

るよに額実の年
６
６と年

６
３は数指

○るよに
６
８

７
・

６』書白場市外海『

中
国
国
内
の
石
油
総
需
要
は
大

慶
池
田
の
自
力
開
発
な
ど
に
よ

り
自
給
可
能
に
な
っ
た
と
報
告

さ
れ
て
い
る
）
。

　
こ
う
し
た
機
械
・
プ
ラ
ン

ト
類
な
ど
、
杜
会
主
義
圏
か

ら
の
輸
入
激
減
は
、
六
〇
年

以
降
、
資
本
主
義
先
進
国
か

ら
の
輸
入
増
大
に
よ
っ
て
補

な
わ
れ
た
。
ま
ず
、
対
中
国

貿
易
に
お
け
る
主
要
先
進
国

別
の
比
重
の
推
移
を
み
る
と
、

表
示
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、

つ
ぎ
の
点
が
み
て
と
れ
る

（
第
１
５
表
）
。
　
Ｈ
輸
出
比
重
の

上
昇
は
六
三
年
（
東
西
貿
易
が

圏
内
貿
易
の
地
位
に
は
っ
き
り

代
替
し
た
年
）
を
基
準
と
し
て
、

日
本
・
カ
ナ
ダ
・
イ
タ
リ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
　
（
二
一
六
）

．
フ
ラ
ソ
ス
．
西
独
．
イ
ギ
リ
ス
の
順
序
で
高
い
。
六
三
年
、
目
本
の

比
重
は
そ
の
他
五
カ
国
合
計
の
ほ
ぼ
二
分
一
で
あ
っ
た
が
、
六
六
年
で

は
、
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
い
る
。
ｏ
輸
出
で
は
、
西
独
・
日
本
・
イ
タ
リ
ヤ

．
イ
ギ
リ
ス
．
カ
ナ
ダ
・
フ
ラ
ン
ス
の
順
序
で
高
く
、
六
三
年
、
日
本

の
比
重
は
そ
の
他
合
計
の
ほ
ぽ
四
分
一
で
あ
っ
た
が
、
六
六
年
に
は
二

分
一
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
一
国
の
比
重
と
し
て
は
輸
出
入
と
も
第

一
位
を
占
め
て
お
り
、
杜
会
主
義
国
・
開
発
国
を
ふ
く
め
て
も
先
頭
グ

ル
ー
プ
を
占
め
る
。
六
五
年
輸
入
で
は
日
本
の
一
四
・
五
％
に
つ
ぐ
の

は
、
ソ
連
一
一
．
三
％
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
九
・
七
％
、
キ
ュ
ー
バ
五
・

九
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
対
中
国
輸
出
主
要
商
品
の
競
合
状
況
に
お
い

て
も
、
六
五
年
に
も
な
る
と
、
ソ
連
が
シ
ヱ
ア
第
一
位
を
占
め
る
品
目

は
な
く
な
っ
た
。
日
本
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
・
硫
安
・
尿
素
・
繊
維
機
械

で
独
占
的
な
地
位
を
保
っ
た
ほ
か
に
、
建
設
・
鉱
山
・
機
械
・
加
熱
冷

却
用
機
器
．
ポ
ン
プ
ー
遠
心
分
離
機
・
電
気
計
測
器
・
薄
板
お
よ
び
ブ

リ
キ
な
ど
で
比
較
的
大
き
な
シ
ェ
ァ
を
保
持
し
て
い
る
。
だ
が
、
厚
板

は
西
独
．
イ
タ
リ
ア
が
、
精
密
計
測
機
器
と
そ
の
他
機
械
類
で
は
、
英

国
．
西
独
．
イ
タ
リ
ァ
が
比
較
的
大
き
な
シ
ェ
ァ
を
保
持
す
る
傾
向
に

あ
る
。
な
か
で
も
、
金
属
加
工
機
械
で
六
三
年
い
ご
英
国
と
西
独
が
競

合
し
つ
つ
大
き
な
シ
ェ
ア
を
保
っ
て
い
る
点
は
、
日
本
が
農
業
用
資
材
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に
お
け
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経
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易
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九
一
　
（
二
一
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
二
号
）

と
繊
維
機
械
で
優
位
を
占
め
て
い
る
の
と
対
称
的
で
あ
る
（
第
１
６
表
）
。

　
五
　
日
中
貿
易
の
推
移
と
予
測

　
日
本
と
中
国
の
貿
易
関
係
は
、
一
九
四
九
年
い
ら
い
、
き
わ
め
て
は

げ
し
く
変
動
し
つ
つ
、
し
だ
い
に
、
と
く
に
六
〇
年
以
降
、
一
定
の
発

展
を
み
た
（
第
１
７
表
）
。
一
九
五
〇
年
、
貿
易
総
額
は
五
、
八
九
六
万
ド

ル
・
で
あ
り
、
目
本
の
総
輸
出
の
二
・
四
％
、
総
輸
入
の
四
・
六
％
を
し

め
た
。
し
か
し
、
同
年
一
二
月
に
は
、
朝
鮮
戦
争
を
契
機
と
す
る
厳
格

な
禁
輸
措
置
に
よ
っ
て
、
貿
場
関
係
は
大
き
く
後
退
し
た
。
一
九
五
二

年
は
五
〇
年
を
一
〇
〇
と
し
て
、
総
額
で
二
六
・
三
、
輸
出
三
・
一
、

輸
入
三
七
・
九
を
保
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
間
、
民
問
・
業
界
の
努

力
が
つ
み
か
さ
ね
ら
れ
て
、
五
二
年
六
月
、
第
一
次
民
問
協
定
が
結
ば

れ
、
貿
易
増
大
が
み
え
は
じ
め
た
。
一
九
五
六
年
に
は
五
二
年
を
一
〇

〇
と
す
れ
ぱ
、
総
額
は
二
五
六
・
一
、
輸
出
三
四
三
・
○
、
輸
入
二
一

二
．
七
と
な
っ
た
。
こ
の
第
一
次
ピ
ー
ク
を
は
さ
ん
で
民
問
協
定
は
、

五
八
年
三
月
ま
で
に
四
次
の
協
定
が
結
ば
れ
た
が
、
第
四
次
協
定
は
日

本
政
府
の
条
件
っ
き
許
可
が
中
国
側
を
硬
化
さ
せ
、
五
八
年
五
月
に
ふ

た
た
び
中
断
し
た
。
谷
の
底
に
あ
た
る
五
九
年
、
五
六
年
を
一
〇
〇
と

し
て
、
総
額
は
一
四
・
九
、
輸
出
五
・
四
、
輸
入
二
二
・
六
で
あ
る
。

九
二
　
（
二
一
八
）
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そ
の
ご
、
政
府
問
秘
定
に
よ
る
貿
身
関
係
樹
立
に
い
た
る
過
渡
期
な
方

式
と
し
て
、
六
一
年
か
ら
民
問
個
別
貿
易
（
友
好
貿
易
）
が
は
じ
ま
り
、

さ
ら
に
六
二
年
か
ら
は
覚
書
貿
易
（
Ｌ
・
丁
貿
易
）
も
は
じ
ま
っ
た
。
そ

し
て
、
一
九
六
四
年
に
は
、
貿
易
総
額
は
三
一
、
〇
四
八
万
ド
ル
と
な

り
、
輸
出
入
と
も
一
五
、
○
○
○
万
ド
ル
水
準
を
こ
え
て
第
二
次
ピ
ー

ク
の
前
峰
を
形
成
し
た
。
一
九
五
六
年
を
一
〇
〇
と
す
る
六
六
年
は
、

総
額
四
一
一
・
五
、
輸
出
四
六
八
・
○
、
輸
入
三
六
六
・
一
と
い
う
高

）老（成構

１
」

房域地の場貿外対本日表
１
８第

６

ｎ
乙
ｎ
６
（
０
７
‘

Ｏ
Ｊ
（
Ｏ

２

４

７

２
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Ｏ

９

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
Ｊ
４

ｏ
ｏ
９
】

８

４

８

３

入

１

３

３

’
ｂ

一
Ｌ
ｏ
８
ｎ
０
Ｑ
ｏ

７
‘
ｏ
Ｏ

７

３

Ｏ

９

６

３
２
９
４
．
３
．

３
．
８
．

．
　
一

９

４

８

２
一

１

３

３

、

輸
～
均

Ｏ
’
１
↓
＾
Ｏ
Ｅ
０

４
ｏ
）

８

５

Ｏ
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３
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平
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ｏ
＾
（
ｏ

Ｆ
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ｏ
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６
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↓
１
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３

１
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（
Ｏ
ｏ
乙
Ｏ
）
１
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４
０

７

４

１

２

６９

３
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
’
ｏ

ユ
３
．
５
・

７

４

２

出

１

３

ユ

３

、
５

［
Ｏ
Ｏ
Ｊ
Ｑ
ｏ
７
‘

４
ｏ
）

８

７

８

Ｏ

６９

２
り
ん
（
５
Ｆ
ｏ

Ｆ
０
１
■

５

９

４

２

１

３

１

３

、

ム
別

尊

～
均

４
８
７
１
４

ｏ
◎
２
一

４

６

７

Ｏ

３
４
平

１
，
３
・
〇
一
４
・

５
．
Ｌ
４
７
一

３

１

０
）
（
０

Ｆ
■
Ｕ
り
ん
１
■

２

１
↓
Ｑ
Ｕ
次年

ア
国
パ
Ｃ
Ａ
カ
カ
カ
ア
連

ツ
Ｅ

Ｔ
リ

リ

リ

二

ジ
　
ロ
　
中
Ｅ
　
　
一

Ｆ

メ

メ

Ｅ

ア

ア

ア
南

フ

セ

ア

ヨ

北
中
ア
オ
ソ

号各』表月易貿本日『

調
整
期
に
お
げ
る
国
民
経
済
と
対
外
貿
易
（
松
野
）

水
準
に
た
っ
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
は
げ
し
い
変
動
ふ
く
み
の
増
大
趨

勢
を
示
す
対
中
国
貿
易
は
日
本
の
貿
場
に
占
め
る
比
重
を
当
然
波
動
・

増
大
さ
せ
た
。
そ
の
波
動
・
増
大
を
き
わ
だ
た
し
ブ
」
示
せ
ぼ
つ
ぎ
の
よ

う
で
あ
る
。
輸
出
で
は
、
五
〇
年
－
二
・
四
％
、
六
〇
年
－
○
・
〇
一

％
、
六
五
年
－
二
・
九
％
、
六
六
年
－
三
・
二
％
で
あ
り
、
輸
入
で
は
、

五
〇
年
－
四
・
六
形
、
六
〇
年
－
○
・
四
一
％
、
六
五
年
－
二
・
八
％
、

六
六
年
－
三
二
秀
で
あ
る
。
一
九
六
五
・
六
六
年
、
日
本
対
外
貿
易

に
占
め
る
対
中
国
貿
易
の
比
重
は
、
中
国
対
外
貿
星
の
地
域
別
・
国
別

構
成
の
急
速
度
な
変
化
を
背
景
と
し
な
が
ら
、
た
か
ま
っ
て
き
た
が
、

な
お
低
い
と
い
わ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
（
第
１
８
表
）
。
し
か
し
た
が
ら
、

日
中
貿
場
が
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
先
進
賓
本
主
義
国
の
対
杜
会

主
義
国
と
く
に
対
中
国
貿
易
へ
の
制
約
・
禁
輸
措
置
を
と
り
の
ぞ
く
民

間
・
業
界
の
努
力
の
累
積
に
主
と
し
て
も
と
づ
い
て
増
大
し
て
き
た
経

過
か
ら
、
ま
た
、
政
府
の
直
接
・
積
極
的
な
優
遇
と
促
進
措
置
の
下
に

あ
り
な
が
ら
停
迷
し
つ
づ
げ
て
い
る
他
の
地
域
と
の
貿
易
関
係
の
実
状

に
ひ
き
く
ら
べ
て
み
る
な
ら
ぱ
、
輸
出
入
と
も
に
三
％
を
こ
え
る
比
重

は
、
中
国
市
場
の
も
つ
大
き
さ
、
特
質
を
反
映
し
て
い
る
と
い
わ
な
げ

れ
ぼ
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
く
わ
え
て
、
一
九
五
〇
～
六
四
年
の
間
一
貫

し
て
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
た
対
中
国
バ
ラ
ソ
ス
が
六
五
年
い
ご
プ
ラ
ス
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
（
二
一
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
二
号
）

転
化
し
た
こ
と
は
、
第
二
次
ピ
ー
ク
の
一
特
徴
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
諸

地
域
へ
の
輸
出
困
難
化
を
予
測
せ
ざ
る
を
え
な
い
今
目
、
輸
出
市
場
と

し
て
の
中
国
の
可
能
性
を
示
す
も
の
で
も
あ
ろ
う
。

　
輸
出
入
商
品
の
構
成
も
や
は
り
波
動
し
て
い
る
。
輸
出
商
品
の
構
成

を
み
る
と
、
ピ
ー
ク
時
に
は
、
肥
料
・
鋼
材
・
諾
機
械
（
そ
の
内
訳
は
第

１
６
表
）
・
化
合
繊
の
四
品
目
が
た
か
く
、
谷
の
時
期
で
は
、
こ
の
四
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
　
（
二
二
〇
）

目
の
う
ち
化
合
繊
以
外
は
低
下
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
次
ピ
ー

ク
時
に
あ
た
る
五
六
年
、
四
品
目
の
構
成
比
は
五
三
・
○
％
で
あ
っ
た

し
、
六
五
年
で
は
八
五
・
八
％
で
あ
り
、
化
学
製
品
を
く
わ
え
る
と
、

九
四
・
六
％
と
な
る
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
構
造
的
商
品
で
あ
り
、
重

化
学
工
業
製
品
で
あ
る
。
「
高
度
成
長
」
「
重
化
学
工
業
化
」
の
過
程
で

市
場
拡
大
の
必
要
が
ま
す
ま
す
た
か
ま
っ
て
き
た
商
品
で
あ
る
。
輸
入

）％（成構品商の易貿国中対本日表
１
９第
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二
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械
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の

鋼
化
農
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化
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０
．

２

６

３
・

８

０
・

１

〕
６

１
・

１

”
“
“
Ｈ８
０
．

Ｈ３
０
・

い７
０
・

４

６
・

６

６

３
・

３

３

９
．

ユ

”７
８
・

２

５

０
．

０

４
・

”
”８
０
・

ｕ

Ｈ３
０
．

ｕ２
８
．

６

８

１
一

３

２

６
・

１

７

０
・

７

３
・

１

”

６

３
・

い
”

２

３
・

“０
３
．

”９
４
．

５

１

５
．

４

３

０
．

３

６
・

７

３
．

２

４

３
・

４

３
．

１

９

０
・

Ｈ
”７
２
・

４

８
・

５

６

１
一

４

５

６
・

１

８

４
・

６

３
．

２

４

６
一

〃７
１
一

１

４

１
一

６

２
・

８

０
・

６

２
・

３Ｌ

Ｈ
蝸３
７
一

７

７

２
・

２

６

４
．

２

“３
０
・

４

０
・

３

０
・

２

７

９
．

３

０
・

２

４
・

２

３
・

０

４
．

Ｈ６
２
．

３

２
・

６

４
・

４

２
．

７

７
．

８

３

２
・

ユ

豆
炭
鉄
石

　
　
　
鉱
米
塩

大
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銑
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穀
豆
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ヤ
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脂
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ヤ
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、
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落
松
原
マ
ク
桐

訓
、

Ｊ
／

（

他のそ

輸

入

○

成作りよ計統関通省蔵大

商
品
の
構
成
で
は
、
伝
統

的
品
目
、
つ
ま
り
農
産
物

・
採
取
原
料
な
ど
が
高
い

比
重
を
な
お
し
め
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、

対
中
国
貿
易
の
商
品
構
成

は
ピ
ー
ク
時
に
は
「
工
業

化
刺
戟
型
」
と
も
よ
ぶ
も

の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

（
第
１
９
表
）
。
　
中
国
対
外
貿

易
の
「
工
業
化
促
進
型
」

商
品
構
成
に
対
中
国
貿
易

の
商
品
構
成
が
「
刺
戟
型
」
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－

帖
　
　
へ
・
８
』
一

↓べく＼＞
一
」

＼
　
　
に
　
汁
　
・
仁
Ｏ
．
べ
ー

“
　
ユ
、
・
８
．
ｏ

　
　
嵩
・
Ｏ
．
ｍ
１
－

十
　
｛
＼
　
ｕ
　
・
Ｎ
Ｏ
．
０
１

　
　
譜
・
Ｎ
ｏ
。
．
一

『

』
－
、
－

著

＼

辻
・
一
〇
．
－

園
・
－
蜆
．
べ

ム
川
、
て
７
斗
、
、
Ｖ
．
］
Ｉ
Ｏ
．
◎

量
↓
嵩
ま
・
峯
ｏ

朝
　
　
謙
・
－
一
．
ト

『
＼
ｏ
辻
・
崖
．
ｃ
ｏ

斗
１
×
７
“
に
↓
ニ
ベ
』
一
く

宮
・
べ
．
ｏ

汁
爵
奇
曽
雇
詳
卑

調
整
期
に
お
げ
る
因
民
経
済
と
対
外
貿
易
（
松
野
）

九
五
　
（
二
二
一
）
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と
し
て
対
応
し
た
と
き
、
ピ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
日
本
の
輸
出
入
商
品
の
対
中
国
依
存
度
は
表
示
の
と
お
り
で
あ
る

（
第
２
０
表
）
。
　
こ
の
場
合
で
も
、
輸
出
で
は
、
塩
安
な
ど
化
学
肥
料
の
依

存
度
が
と
く
に
高
く
な
っ
て
い
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
継
目
な
し
鋼

管
．
高
炭
素
鋼
管
・
げ
い
素
鋼
薄
板
な
ど
、
お
よ
び
化
繊
維
・
発
電
機

．
配
電
盤
な
ど
が
比
較
的
高
い
。
輸
入
で
は
、
塩
・
螢
石
・
ア
ソ
チ
モ

）％（）年
６
６

玖瑚
の易貿国中対るげおに本日表

２
１第

に
よ
合

入
国
割

輸
中
の

６
　
１
　
５
　
１
　
２

Ｆ
Ｏ
　
（
Ｏ

総
る
入

本
め
輸

８
　
ｎ
◎
　
２
　
８
　
ｏ
◎
３
　
１
　
３
　
２
　
１

４
３
．
　
２

日
占
り

．

※

目

豆
類
類
鉄
炭

晶

豆

入

米

他
介

塩

の

輸

大
そ
魚
銑
石

に
輸
産
中
生
対
合

Ｏ
）
　
Ｏ
）
　
７
‘
　
１
・
一
　
１
１
一

Ｆ
Ｏ
　
＾
一
〇

２

２

９

総
る
割
０
１
．
０
１
一
２
（
ｚ
　
ｏ
ｏ

Ｆ
ｏ
　
Ｆ
ｏ

１

０
０
・

本
め
の

日
占
出目

安
素
糸
ル
　
　
　
※
※
※
ン
板
管
械
械
械

晶

筐
一
　
レ
鰍
讐

機
機
識

出輸

維
業
雌

硫
尿
合
塩
ポ
薄
鋼
繊
農
鉱
．

料資省産通比額金
は※，比量数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
　
（
二
二
二
）

ソ
鉱
．
松
脂
な
ど
が
比
較
的
高
い
依
存
度
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一

九
六
六
年
、
対
中
国
輸
出
入
主
要
商
品
が
日
本
の
総
生
産
量
も
し
く
は

総
輸
入
量
に
占
め
る
比
重
は
表
示
の
と
お
り
で
あ
っ
て
（
第
２
１
表
）
、
輸

出
で
は
、
尿
素
・
硫
安
が
高
く
、
つ
い
で
鋼
管
・
薄
板
が
五
％
以
上
と

な
っ
て
い
る
。
輸
入
で
は
、
米
の
三
八
・
六
％
を
筆
頭
と
し
て
、
大
豆

な
ど
豆
類
が
高
い
比
重
を
占
め
て
い
る
。

　
い
う
ま
で
も
た
く
、
対
外
貿
易
は
国
民
経
済
の
一
構
成
部
分
で
あ
っ

て
、
対
外
貿
易
予
測
は
国
民
経
済
発
展
の
予
測
を
前
提
と
す
る
。
対
外

貿
易
発
展
の
予
測
に
際
し
て
も
、
対
外
貿
易
の
基
本
的
な
課
題
が
「
輸

出
は
輸
入
の
た
め
で
あ
り
、
輸
入
は
杜
会
主
義
工
業
化
の
た
め
で
あ
る
」

以
上
、
輸
出
入
商
品
構
成
を
「
工
業
化
促
進
型
」
と
し
て
編
成
し
う
る

た
め
の
根
本
的
な
前
提
で
あ
る
農
業
生
産
の
安
定
高
産
が
、
こ
ん
ご
短

か
く
と
も
二
〇
年
近
く
の
間
は
、
対
外
貿
易
の
バ
タ
ー
ン
と
発
展
速
度

を
規
制
す
る
要
因
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
第
一
次
五
カ
年
計
画
期
に
お

げ
る
対
外
貿
易
額
の
年
平
均
増
加
率
は
、
一
〇
・
九
％
で
あ
っ
た
。
そ

の
問
、
一
九
五
六
・
五
七
年
の
貿
易
額
は
前
年
度
累
績
を
一
・
四
完
、

三
．
八
％
下
ま
わ
っ
た
、
こ
の
ニ
カ
年
を
除
外
し
て
計
算
す
る
と
、
年

平
均
増
加
率
は
一
九
・
八
％
に
な
る
。
農
業
生
産
が
年
平
均
八
％
程
度

を
保
持
し
う
る
汰
ら
ば
、
第
三
次
五
カ
年
計
画
期
の
後
半
で
は
、
年
平
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８

８

９

％

５

ユ

３

る
易

１

３

６

Ｏ溜 ２，

１

２

７

岳

％

１

２

４

Ｂ
日

１

２

４

４！

７

５

７

％

８

６

５

る
易

ユ

４

１

Ｏ

，

譜 ２

１

、

２

１

５

Ｏ

昌

％

６

３

２

ユ

Ａ
目

１

３

８

４１

）

額

増

１

Ｏ

９

５

５

９

８

９

．
％

４

７

５

１

，

，

総
Ｂ
１
５

１

３

（）

額

増

１

４

４

３

５

３

２

８

．
％

４

９

３

７

，

，

総
Ａ
２
０

２

５

（＼６
０

５

Ｏ

６

７

７

８

９１

　
さ
て
、
中
国
の
対
外
貿
易
が
増
大
す
る
と
予
測
さ
れ
、

進
型
」
へ
の
復
帰
が
予
測
さ
れ
る
な
か
で
、

に
際
し
て
は
、
さ
し
づ
め
つ
ぎ
の
三
点
を
吟
味
し
て
お
か
ね
ぱ
な
ら
な

い
。
す
な
わ
ち
、
ｏ
Ｕ
一
九
六
六
年
、
日
中
貿
易
総
額
が
中
国
貿
易
総

額
の
少
た
く
と
も
一
四
％
（
第
１
５
表
）
、
日
本
対
外
貿
易
総
額
の
三
％

（
第
１
８
表
）
と
い
う
比
重
が
、
中
ソ
貿
場
関
係
の
後
退
に
と
も
な
う
東
西

　
　
　
　
調
整
期
に
お
げ
る
国
民
経
済
と
対
外
貿
易
（
松
野
）

【
均
二
〇
％
前
後
の
増
加
率
を
示
す
こ
と

に
。
な
ろ
う
。
農
業
生
産
が
年
平
均
五
％

程
度
（
第
一
次
五
カ
年
計
画
の
実
積
四
、
五

％
）
を
保
持
し
う
る
に
と
ど
ま
る
た
ら

ば
、
一
五
％
の
増
加
率
を
示
す
こ
と
に

な
ろ
う
。
年
平
均
二
〇
％
た
ら
ぱ
、
一

九
七
〇
年
に
は
九
三
億
ド
ル
水
準
（
六

六
年
の
二
倍
強
）
、
七
五
年
で
は
二
三
〇

億
ド
ル
水
準
（
六
六
年
の
五
倍
強
）
と
た

る
。
年
平
均
一
五
％
な
ら
ぱ
、
一
九
七

〇
年
で
は
七
九
億
ド
ル
（
六
六
年
の
一
、

七
倍
）
、
七
五
年
に
は
ニ
ハ
○
億
ド
ル
（
同

じ
く
三
、
五
借
）
と
な
る
（
第
２
２
表
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
工
業
化
促

　
　
　
　
　
日
中
貿
易
予
測
を
行
な
う

貿
易
関
係
の
拡
大
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
ｏ
同
時
に
、
こ
れ
ら
比

重
が
主
と
し
て
日
本
の
側
に
お
げ
る
「
経
済
外
的
な
制
約
」
条
件
の
も

と
で
達
せ
ら
れ
た
。
嘗
中
国
が
「
自
力
更
生
」
の
建
設
方
針
を
採
用
し

て
い
る
。

　
Ｈ
東
西
貿
易
の
拡
大
が
日
中
貿
易
の
六
〇
年
代
前
半
に
お
げ
る
増
勢

を
支
え
た
点
は
否
定
で
き
な
い
。
と
す
る
な
ら
ぱ
、
圏
内
な
か
で
も
中

ソ
貿
易
の
減
少
を
も
た
ら
し
た
中
ソ
論
争
・
国
家
関
係
の
冷
却
化
が
正

常
化
し
た
な
ら
ぱ
、
中
国
の
対
外
貿
易
に
お
け
る
ソ
連
お
よ
び
杜
会
主

義
諸
国
の
比
重
が
上
昇
し
、
か
な
り
の
程
度
に
。
お
い
て
の
地
域
別
．
商

品
別
パ
タ
ー
ソ
に
も
ど
る
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
場
合
で
も
、
東
西
貿
易
の
絶
対
額
に
は
影
響
し
な
い
ぱ
か
り
か
い

っ
そ
う
増
大
す
る
条
件
を
も
つ
と
み
ら
れ
る
。
回
ソ
連
一
国
で
中
国
対

外
貿
易
の
半
ぱ
以
上
を
占
め
る
事
態
は
再
現
で
き
な
い
し
、
ま
た
し
な

い
。
貿
易
関
係
に
お
い
て
基
本
的
に
重
要
な
問
題
は
そ
こ
に
お
げ
る
内

容
・
質
で
あ
る
が
、
特
定
の
国
が
半
ぱ
を
こ
え
る
事
態
は
一
方
的
な
経

済
的
依
存
関
係
を
発
生
さ
せ
る
危
険
性
を
ふ
く
む
。
中
国
は
五
〇
年
代

の
経
験
を
忘
却
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
旧
第
三
次
五
カ
年
計
画
の
開
始
か

ら
は
じ
ま
る
中
国
国
民
経
済
の
新
し
い
上
向
・
発
展
に
と
も
な
う
対
外

貿
易
総
額
の
増
大
は
、
た
と
え
対
杜
会
主
義
諸
国
貿
易
額
の
比
重
が
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
　
（
二
二
三
）
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昇
し
て
も
な
お
充
足
し
え
な
い
程
度
に
達
し
、
対
資
本
主
義
貿
易
の
需

要
を
解
消
す
る
こ
と
は
な
い
。
ｏ
ソ
連
お
よ
び
杜
会
主
義
諾
国
か
ら
の

供
給
で
充
足
し
え
な
い
物
資
・
技
術
が
資
本
主
義
諾
国
か
ら
輸
入
さ
れ

る
。
た
と
え
ば
、
合
化
繊
・
化
学
肥
料
な
ど
化
学
工
業
の
プ
ラ
ソ
ト
・

技
術
、
石
油
精
製
の
プ
ラ
ン
ト
・
技
術
、
ユ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
冶
金

工
業
部
門
に
お
け
る
製
鋼
・
圧
延
・
特
殊
鋼
関
係
の
技
術
、
高
精
度
工

作
機
械
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
、
ソ
連
お
よ
び
杜
会
主
義
国
は
国
際

的
に
た
ち
お
く
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
目
中
貿
易
の
主
品
目
と
た
っ

て
い
る
鋼
材
は
、
ソ
連
国
内
の
供
給
不
足
も
あ
っ
て
対
中
国
輸
出
量
は

減
少
し
て
い
る
、
造
船
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　
〇
一
九
五
〇
年
い
ら
い
、
対
中
国
輸
入
に
お
い
て
日
本
の
経
済
成
長

が
比
較
的
に
安
定
的
た
作
用
を
お
よ
ぽ
し
た
の
に
対
し
て
、
輸
出
で
は
、

景
気
変
動
が
不
安
定
要
因
と
し
て
作
用
し
た
面
も
み
ら
れ
る
。
だ
が
、

そ
れ
に
も
ま
し
て
中
国
の
経
済
建
設
の
進
捗
状
況
か
ら
し
て
、
日
中
貿

易
総
額
の
拡
大
さ
ら
に
は
対
中
国
輸
出
超
過
の
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
増
減
は
な
は
だ
し
く
ま
た
六
四
年
ま
で
入
超
傾
向

を
示
し
て
き
た
の
は
、
国
際
的
な
輸
出
制
限
（
コ
コ
ム
・
チ
ン
コ
ム
）
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
「
経
済
外
的
制
約
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
「
第
一

次
目
中
貿
易
協
定
」
（
五
二
年
六
月
）
か
ら
「
第
四
次
協
定
」
（
五
八
年
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
　
（
二
二
四
）

月
）
ま
で
の
あ
い
だ
、
協
定
の
順
調
な
執
行
を
保
障
す
る
要
件
と
し
て
、

決
済
方
法
・
通
商
代
表
部
設
置
な
ど
が
提
起
さ
れ
て
き
た
。
代
表
部
設

置
問
題
は
、
「
」
丁
貿
易
」
方
式
が
採
用
さ
れ
た
六
二
年
一
一
月
、
「
慶

承
志
事
務
所
」
（
東
京
）
「
高
崎
事
務
所
」
（
北
京
）
が
設
置
さ
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
な
お
Ｌ
Ｔ
貿
易
関
係
業
務
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、

一
定
の
改
善
が
は
か
ら
れ
た
。
だ
が
、
　
「
双
方
の
取
引
上
の
支
払
と
清

算
は
、
日
本
銀
行
と
中
国
人
民
銀
行
と
の
間
に
支
払
協
定
を
締
結
し
、

清
算
勘
定
を
開
設
し
て
処
理
す
る
」
（
第
四
次
協
定
、
第
四
条
）
と
い
う
「
円

元
決
済
」
方
法
は
未
解
決
で
あ
り
、
と
り
わ
げ
、
六
〇
年
代
前
半
に
お

げ
る
中
国
の
対
資
本
主
義
先
進
国
貿
易
の
一
特
徴
で
あ
る
各
種
プ
ラ
ソ

ト
類
輸
入
に
際
し
て
の
長
期
延
べ
払
い
は
、
　
「
政
治
的
配
慮
」
に
よ
っ

て
中
断
さ
れ
て
い
る
。
六
五
年
初
頭
、
倉
敷
レ
ー
ヨ
ソ
が
融
資
を
え
て

ビ
ニ
ロ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
（
日
産
三
〇
ト
ン
、
二
、
○
○
○
万
ド
ル
、
五
カ
年
分

割
払
い
）
輸
出
に
成
功
し
た
あ
と
、
国
民
政
府
に
対
し
て
中
国
向
げ
延

払
い
輸
出
に
目
本
輸
出
入
銀
行
の
資
金
を
充
当
し
な
い
と
約
束
し
た

「
吉
田
書
簡
」
が
拘
束
力
を
も
つ
も
の
と
さ
れ
、
日
立
造
船
の
貨
物
船

お
よ
び
ニ
チ
ポ
ー
の
ビ
ニ
ロ
ン
・
プ
ラ
ソ
ト
の
輸
出
契
約
が
失
効
し
た

ほ
か
、
商
談
進
行
中
で
あ
っ
た
約
四
〇
件
の
プ
ラ
ソ
ト
類
輸
出
も
不
可

能
と
な
っ
た
。
こ
の
た
か
で
成
約
見
込
の
強
か
っ
た
案
件
は
ほ
ぽ
一
億



ド
ル
に
の
ぽ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
日
本
政
府
の
こ
う
し
た
態
度
と

逆
に
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
先
迭
国
は
き
わ
め
て
積
極
的
で
あ
る
。
六
五
年
、
フ

ラ
ン
ス
が
冷
問
圧
延
製
鋼
設
備
を
輸
出
し
た
の
を
筆
頭
に
し
て
、
計
一

）在現月－年
６
７（）年

６
５
～
６
４（出

ム
削
上
牢トンラブ

ー
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．
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６
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５
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６

６
４

６
５

６
５
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５

トン
一
フフン

レ
　
　
，

　
ト
チ　
ン
エ

　
一
フ
　
フ
ポ
匂
ト
製
ン一フ
　
ト

プ
ン
・
　
一
フ

ン
プ
ピ
繊

ロ
　
ル

プ
リ

リ
　
ク
ポ
ア

トン
一
フ

○

フ
■

ルテスエリポ和飽

トン
一
フ

○

フ孕匁｝タｈＬ
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ト
同
ト

ニ
共
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リ
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ク
ン
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ア
ラ
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経

ト
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ロ

ン
ト
大

ラ
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ラ
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磨
プ
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研
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ラ
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圧
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ラ
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ガ
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ト
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イ

ン
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ル
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フ
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ン

ニ
ル
ラ
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ト
ラ

サ
　
　
プ
ン
　
　
ン
フ

キ
コ
造
ラ
ト
ラ
ル

ヘ
ル
製
フ
ン
フ
イ
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ア
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製
ラ
維
オ

　
用
用
精
フ
繊
ム

チ
業
幣
油
管
成

工
工
紙
石
製
合
パ

トン
一
フ

プ白漂トン
一
フ

○

フ
■

スーロルセ

トン
備
ラ
設
プ
用
鋼
山
製
鉱
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フフ
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一
フ

オ
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フ

ンイフ
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ｅ

Ｖ
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Ｒ

．
１
Ｃ

ｍｍ
ｃ
ｏＥｎｒｅｔＳａＥｒａＥ

調
整
期
に
お
け
る
国
民
経
済
と
対
外
貿
易
（
松
野
）

四
の
大
型
プ
ラ
ン
ト
が
輸
出
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
六
三
年
バ
イ
カ

ゥ
ソ
ト
機
六
機
、
六
四
年
輪
駆
動
ジ
ー
プ
五
〇
〇
台
を
輸
出
す
る
た
ど

コ
コ
ム
や
バ
ト
ル
法
を
の
り
こ
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
西
独
は
、
六
六

年
六
月
、
鉄
鋼
プ
ラ
ソ
ト
（
一
五
、
○
○
○
万
ド
ル
）
の
五
カ
年
延
払
い
輸

出
に
の
り
だ
し
た
。
カ
ナ
ダ
で
は
、
小
麦
で
は
あ
る
が
六
六
年
か
ら
六

九
年
に
。
い
た
る
長
期
の
取
引
協
定
を
結
び
、
総
額
五
五
、
○
Ｏ
○
万
ド

ル
の
小
麦
を
輸
出
す
る
は
こ
び
と
な
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
プ
ラ

ソ
ト
輸
出
は
こ
れ
い
ご
も
増
勢
し
て
い
る
（
第
２
３
表
）
。
し
た
が
っ
て
、

協
定
・
協
約
の
期
問
も
長
期
化
し
、
相
互
に
。
安
定
Ｌ
た
市
場
関
係
が
彩

成
さ
れ
る
傾
向
が
み
え
る
。

　
一
九
六
五
年
当
時
、
商
談
進
行
中
で
あ
っ
た
約
四
〇
件
の
プ
ラ
ソ
ト

類
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
諸
国
輸
出
の
プ
ラ
ソ
ト
ま
た
訪
日
専
門
家
代
表

団
の
構
成
か
ら
も
、
中
国
が
機
械
工
業
、
冶
金
工
業
、
化
学
工
業
、
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
な
ど
の
製
品
お
よ
び
プ
ラ
ソ
ト
の
技
術
に
つ
い
て
尤

大
な
需
要
を
ひ
め
て
お
り
、
国
民
経
済
の
新
た
た
上
向
と
と
も
に
顕
在

化
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
日
中
貿
易
の
す

べ
て
を
カ
バ
ー
す
る
通
商
代
表
部
が
設
置
さ
れ
、
　
「
円
元
決
済
」
方
式

お
よ
び
「
輸
銀
融
資
」
が
た
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
、
コ
コ
ム
た
ど

「
禁
輸
」
措
置
が
撤
廃
さ
れ
る
な
ら
ぱ
、
特
別
の
貿
易
と
く
に
輸
出
振

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
（
二
二
五
）
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興
措
置
を
と
も
な
わ
な
く
と
も
、
近
年
ら
い
急
速
に
重
化
学
工
業
化
し

つ
つ
あ
る
日
本
産
業
に
と
っ
て
、
中
国
は
長
期
安
定
し
た
市
場
と
な
り

う
る
。
日
中
問
に
は
、
す
で
に
長
期
安
定
し
た
市
場
関
係
の
彩
成
に
つ

い
て
一
定
の
合
意
に
達
し
え
た
経
験
と
し
て
「
第
四
次
目
中
貿
場
協
定
」

と
「
鉄
鋼
長
期
求
償
貿
易
協
定
」
（
五
八
年
二
月
）
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
第
四
次
協
定
」
は
「
日
中
両
国
問
の
貿
易
の
発
展
を
一
層
促
進
し
、

目
中
両
国
人
民
間
の
友
好
を
強
化
す
る
た
め
に
、
平
等
互
恵
の
原
則
に

も
と
づ
き
、
協
議
し
た
結
果
」
締
結
さ
れ
、
そ
の
な
か
で
、
倒
そ
れ
ぞ

れ
の
輸
出
総
額
と
輸
入
総
額
を
と
も
に
三
、
五
〇
〇
万
英
ポ
ン
ド
と
す

る
均
衡
貿
易
、
Ｇ
オ
同
類
物
資
交
換
の
原
則
に
た
っ
て
、
双
方
の
分
類
お

よ
び
総
額
に
占
め
る
比
率
を
甲
類
四
〇
％
、
乙
類
六
〇
％
と
定
め
た

（
対
中
国
輸
出
甲
類
に
は
、
鉄
道
、
車
輌
と
器
材
、
発
電
設
備
、
船
舶
、
各
種
大

型
機
械
・
精
密
機
械
、
各
種
プ
ラ
ン
ト
、
銅
塊
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
材
、
鋼
材
・
鋼
管
、

ブ
リ
キ
板
、
薄
鉄
板
、
建
築
用
鋼
材
、
ド
ラ
ム
罐
用
鉄
板
が
か
ぞ
え
ら
れ
、
対
日
輸

出
甲
類
に
は
、
大
豆
、
石
炭
、
鉄
鉱
石
、
マ
ン
ガ
ン
鉱
、
銑
鉄
、
錫
が
か
ぞ
え
ら

れ
た
。
）
、
ｏ
「
円
元
決
済
」
方
法
の
早
期
実
施
、
ゆ
常
駐
の
民
問
通
商

代
表
部
設
置
、
同
商
品
展
覧
会
の
開
催
、
旧
重
要
物
資
の
保
障
長
期
供

給
関
係
の
締
結
、
働
両
国
政
府
間
の
交
渉
と
協
定
成
立
の
努
力
な
ど
が

明
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
本
鉄
鋼
代
表
団
と
中
国
鉱
産
公
司
・
中
国
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
（
二
二
六
）

金
公
司
の
間
で
締
結
さ
れ
た
「
鉄
鋼
協
定
」
は
、
　
「
長
期
の
計
画
的
な

需
給
関
係
を
樹
立
す
る
た
め
、
平
等
互
恵
、
求
償
貿
易
均
衡
の
原
則
に

基
き
」
協
議
・
決
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
回
五
八
年
～
六
二
年
の
五
カ

年
問
（
第
二
次
五
ヵ
年
計
画
期
に
あ
た
る
）
、
そ
れ
ぞ
れ
の
輸
出
額
を
一
〇
、

○
○
○
万
英
ポ
ソ
ド
と
定
め
、
各
年
度
の
輸
出
額
を
も
定
め
た
（
「
第
四

次
協
定
」
片
遺
三
、
五
〇
〇
万
英
ポ
ン
ド
を
一
〇
〇
・
○
と
す
る
と
一
五
八
年
－

二
八
・
五
、
五
九
年
－
五
一
・
四
、
六
〇
年
　
六
〇
・
○
、
六
一
年
－
六
八
・
五
、

六
二
年
－
七
七
．
一
と
な
る
）
、
旧
各
年
度
の
取
引
額
の
均
衡
化
、
ｏ
対
目

輸
出
商
品
の
品
質
・
規
格
に
つ
き
協
議
し
、
生
産
を
手
配
す
る
、
技
術

者
派
遣
と
関
係
技
術
の
研
究
を
行
な
う
。
ゆ
対
中
国
輸
出
商
品
は
各
種

鋼
材
、
対
日
輸
出
商
品
は
鉄
鉱
石
を
お
よ
び
石
炭
を
主
と
す
る
磯
産
物

と
す
る
、
な
ど
が
協
定
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
ご
に
お
げ
る
目
中
両

国
の
国
民
経
済
構
造
の
変
化
お
よ
び
生
産
力
水
準
の
上
昇
な
ど
に
よ
っ

て
、
そ
の
具
体
的
な
協
定
の
内
容
が
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
る
こ
と
は
た

か
ろ
う
が
、
こ
こ
に
盛
り
こ
ま
れ
た
平
等
互
恵
の
原
則
に
よ
る
保
証
長

期
に
わ
た
る
需
給
関
係
の
樹
立
と
い
う
基
本
的
姿
勢
は
、
　
「
政
治
三
原

則
」
（
五
八
年
七
月
、
～
中
国
を
敵
視
し
な
い
こ
と
、
ほ
↓
”
二
つ
の
中
国
〃
を

っ
く
る
陰
謀
に
加
わ
ら
な
い
こ
と
、
倒
国
交
正
常
化
を
さ
ま
た
げ
な
い
こ
と
）

・
「
政
経
不
可
分
の
原
則
」
（
五
九
年
九
、
二
月
）
お
よ
び
こ
れ
に
も
と



づ
く
「
貿
易
三
原
則
」
（
六
〇
年
八
月
、
～
政
府
問
の
協
定
、
Ｇ
つ
民
問
の
協

定
、
阿
個
別
的
な
配
慮
）
が
提
起
さ
れ
た
段
階
に
。
お
い
て
、
あ
ら
た
め
て

想
起
さ
れ
る
に
値
い
す
る
。

　
嘗
一
九
六
三
年
一
〇
月
以
降
、
　
「
白
力
更
生
を
主
な
柱
と
す
る
建
設

の
原
則
」
が
唱
え
ら
れ
、
そ
れ
を
具
体
化
し
た
政
策
が
実
施
さ
れ
て
き

た
が
、
事
実
に
お
い
て
、
中
国
の
対
外
貿
場
は
後
退
す
る
こ
と
な
く
、

す
で
に
み
た
と
お
り
回
復
し
ふ
た
た
び
拡
大
期
に
は
い
ろ
う
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
拡
大
の
テ
ソ
ポ
は
五
〇
年
い
ら
い
か
っ
て
な
い
高

さ
に
達
す
る
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
　
「
自
力
更
生
」
と
表
現
さ
れ
て
い

る
内
容
に
た
ち
い
れ
ば
、
こ
の
原
則
が
貿
易
関
係
・
経
済
協
力
を
否
定

し
排
除
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
白
に
な
る
。
そ
の
基
本
的
な
内
容

は
つ
ぎ
の
八
点
に
要
約
さ
れ
う
る
。
す
な
わ
ち
Ｈ
国
家
関
係
・
貿
易
関

係
に
あ
た
っ
て
相
互
援
助
・
平
等
互
恵
の
原
則
を
一
貫
す
る
。
ｏ
被
援

助
国
主
権
を
尊
重
し
、
政
治
的
特
権
を
求
め
な
い
し
ま
た
求
め
ら
れ
な

い
。
嘗
長
期
無
利
子
・
低
利
借
款
の
方
式
で
経
済
援
功
を
行
な
う
。
↑
ｏ

被
援
助
国
の
自
力
更
生
・
経
済
自
立
を
援
助
す
る
。
固
投
資
効
果
の
高

い
建
設
を
援
助
し
国
内
資
金
蓄
積
を
促
が
す
。
内
も
っ
と
も
良
質
な
設

備
と
物
資
を
提
供
し
、
国
際
市
場
価
格
に
も
と
づ
い
て
価
格
を
定
め
る
。

暢
技
術
援
助
を
行
な
う
と
き
、
被
援
助
国
の
要
員
に
そ
の
技
術
を
あ
ま
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す
と
こ
ろ
な
く
習
得
さ
せ
る
。
ケ
つ
被
援
助
国
に
派
遺
さ
れ
た
専
門
家
．

要
員
は
そ
の
国
で
特
殊
な
待
遇
を
う
け
な
い
。
こ
の
構
想
は
、
と
く
に
、

新
興
国
が
自
立
的
な
国
民
経
済
を
建
設
す
る
場
合
の
、
主
た
道
は
「
自

力
更
生
」
で
あ
り
、
外
国
か
ら
の
援
助
は
そ
の
補
充
的
部
分
に
す
ぎ
な

い
と
い
う
面
に
集
約
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
力
点
は
国
民
経
済
建
設

・
発
展
の
基
本
は
ど
こ
ま
で
も
「
自
力
更
生
」
の
立
場
に
た
っ
て
、
白

国
内
の
資
源
・
人
力
・
市
場
を
基
盤
と
す
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
立
場

を
つ
ら
ぬ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
外
貿
易
を
も
増
加
さ
せ
う
る
と
い
う

点
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
の
う
え
か
ら
も
ま
た
考
え
方
の
う
え
か

ら
も
、
　
「
自
力
更
生
」
は
む
し
ろ
平
等
互
恵
・
長
期
安
定
し
た
需
給
関

係
の
拡
大
を
促
が
す
と
み
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
吟
味
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
結
論
は
、
ｏ
に
あ
げ
た

「
経
済
外
的
た
制
約
」
条
件
の
扱
い
・
存
廃
如
何
が
目
下
の
と
こ
ろ
将

来
に
わ
た
る
日
中
貿
易
の
絶
対
的
相
対
的
な
払
大
あ
る
い
は
後
退
を
決

定
す
る
鍵
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
一
九
六
六
年
、

日
中
貿
易
総
額
は
中
国
対
外
貿
場
総
額
の
ほ
ぼ
一
四
％
を
占
め
た
わ
け

で
あ
る
が
、
こ
の
比
重
が
持
続
さ
れ
る
た
ら
ぱ
（
「
制
約
」
条
件
が
な
お
同

程
度
で
存
続
す
る
と
、
こ
の
相
対
比
は
下
落
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
上
昇
す
る
見

込
み
は
う
す
い
が
）
、
　
七
〇
年
に
は
二
二
〇
、
○
○
○
万
ド
ル
な
い
し
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
（
二
二
七
）
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○
○
、
○
○
○
万
ド
ル
水
準
に
た
っ
し
、
七
五
年
で
は
三
二
〇
、
○
○

○
万
ド
ル
た
い
し
二
〇
〇
、
○
○
○
万
ド
ル
強
の
水
準
に
た
っ
す
る
こ

と
に
た
ろ
う
。
ま
た
、
一
連
の
「
制
約
」
条
件
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諾
国
並

に
撤
廃
さ
れ
る
な
ら
ぱ
、
重
化
学
工
業
製
品
・
プ
ラ
ン
ト
類
に
し
だ
い

に
傾
斜
し
た
輸
出
商
品
構
成
を
形
成
し
つ
つ
、
し
た
が
っ
て
「
同
類
物

資
交
換
の
原
則
」
に
よ
っ
て
輸
入
商
品
構
成
に
お
げ
る
甲
類
物
資
の
比

重
を
た
か
め
つ
つ
、
二
〇
％
前
後
に
ま
で
比
重
を
引
上
げ
る
こ
と
は
比

較
的
容
日
勿
で
あ
ら
う
。
そ
の
と
き
に
は
、
な
お
、
国
別
輸
出
入
バ
ラ
ソ

ス
の
方
式
が
維
持
さ
れ
る
と
予
測
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
中
国
対

外
貿
易
に
と
っ
て
も
拡
大
要
因
の
一
つ
と
な
り
う
る
と
推
測
さ
れ
る
。

試
み
に
。
二
〇
完
比
重
で
計
算
す
る
と
、
七
〇
年
に
は
一
八
○
、
○
○
○

万
ド
ル
な
い
し
一
六
〇
、
○
○
○
万
ド
ル
水
準
、
七
五
年
で
は
四
六
〇
、

○
○
○
万
ド
ル
な
い
し
三
一
〇
、
○
○
○
万
ド
ル
水
準
に
た
っ
し
う
る
。

　
〔
付
記
〕
　
本
稿
は
、
「
国
際
分
業
と
日
本
の
産
業
構
造
」
（
目
本
地
域

開
発
セ
ソ
タ
ー
、
豊
崎
稔
班
）
の
一
部
と
し
て
な
さ
れ
た
作
業
の
中
間

的
な
ま
と
め
で
あ
る
。

一
〇
二
　
（
二
二
八
）




